
 

 

選

ん

だ

私

の

世

界

と

娘

 

仲

村

ゆ

う

な 

                                   



 

 

 

【

あ

ら

す

じ

】 

三

十

歳

の

佐

藤

唯

香

は

、

順

調

に

キ

ャ

リ

ア

を

積

ん

で

い

る

。

し

か

し

彼

氏

の

木

元

裕

太

と

結

婚

の

話

が

出

る

と

、

仕

事

と

私

生

活

の

選

択

に

頭

を

悩

ま

せ

て

い

た

。

 
 

そ

ん

な

と

き

、

唯

香

の

目

の

前

に

二

人

の

子

ど

も

が

現

れ

る

。

二

人

は

パ

ラ

レ

ル

ワ

ー

ル

ド

か

ら

来

た

唯

香

の

娘

た

ち

だ

っ

た

。

 
 

唯

香

が

二

十

歳

で

出

産

し

た

世

界

線

の

娘

「

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

」

と

、

二

十

五

歳

で

出

産

し

た

世

界

線

の

娘

「

み

ー

ち

ゃ

ん

」

は

夏

休

み

の

自

由

研

究

の

た

め

、

独

身

の

世

界

線

の

唯

香

と

生

活

す

る

こ

と

に

。

 
 

こ

の

世

界

線

の

父

親

の

姿

を

見

た

い

と

い

う

娘

た

ち

に

ね

だ

ら

れ

、

唯

香

は

元

彼

た

ち

に

会

い

に

行

く

。

二

十

歳

の

時

の

元

彼

、

田

沼

良

平

、

二

十

五

歳

の

時

の

元

彼

、

土

谷

周

人

に

会

っ

た

唯

香

は

、

意

外

に

も

子

ど

も

好

き

な

良

平

、

い

い

父

親

に

な

っ

た

周

人

を

見

て

、

過

去

の

選

択

に

思

い

を

馳

せ

る

。

 
 

裕

太

と

結

婚

の

話

が

本

格

的

に

な

っ

た

と

こ

ろ

に

、

会

社

で

新

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

話

が

出

る

。

だ

が

唯

香

は

す

ぐ

に

返

事

は

で

き

な

か

っ

た

。

 
 

そ

ん

な

中

、

実

家

か

ら

呼

ば

れ

二

人

の

娘

を

連

れ

て

帰

省

す

る

。

周

囲

か

ら

結

婚

を

急

か

さ

れ

る

が

、

今

後

の

人

生

プ

ラ

ン

に

悩

む

。

計

画

的

に

生

き

た

い

と

考

え

る

が

、

姉

の

明

日

香

が

不

妊

治

療

を

し

て

る

と

い

う

話

を

聞

き

、

考

え

を

改

め

る

。

 
 

始

業

式

が

近

づ

き

、

元

の

世

界

に

戻

る

こ

と

に

な

っ

た

娘

た

ち

。

迎

え

に

来

た

の

は

パ

ラ

レ

ル

ワ

ー

ル

ド

の

唯

香

の

父

、

孝

義

だ

っ

た

。

別

世

界

で

は

孝

義

は

学

者

に

な

り

、

世

界

線

を

行

き

来

で

き

る

法

則

を

見

つ

け

て

い

た

の

だ

。

 
 

つ

い

に

帰

る

こ

と

に

な

っ

た

が

、

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

が

姿

を

消

す

。

な

ん

と

か

見

つ

け

出

し

た

も

の

の

、

帰

り

た

く

な

い

と

駄

々

を

こ

ね

る

。

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

が

パ

ラ

レ

ル

ワ

ー

ル

ド

か

ら

来

た

本

当

の

理

由

は

、

自

分

が

産

ま

れ

て

き

て

よ

か

っ

た

の

か

を

確

か

め

る

た

め

だ

っ

た

。

自

分

の

せ

い

で

母

は

夢

を

諦

め

た

の

で

は

な

い

か

と

思

っ

て

い

た

の

だ

。

そ

れ

を

す

ぐ

に

は

否

定

で

き

な

か

っ

た

唯

香

。

唯

香

自

身

も

、

父

が

自

分



 

 

の

せ

い

で

夢

を

諦

め

た

と

思

っ

た

か

ら

だ

。

だ

が

孝

義

が

語

る

親

の

思

い

を

聞

き

、

唯

香

は

自

信

を

持

っ

て

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

を

説

得

す

る

。

別

の

世

界

へ

娘

た

ち

を

送

り

出

し

た

唯

香

は

、

自

分

の

世

界

を

生

き

る

の

だ

っ

た

。 

                              



 

 

【

登

場

人

物

表

】 

佐

藤

唯

香

（

30

）

 

会

社

員 

歩

未

（

10

）

 

唯

香

の

娘 

歩

未

（

5

）

 

唯

香

の

娘 

 

木

元

裕

太

（

30

）

 

唯

香

の

彼

氏 

田

沼

良

平

（

30

）

 

唯

香

の

元

彼 
土

谷

周

人

（

32

）

 

唯

香

の

元

彼 

 

佐

藤

孝

義

（

65

）

 

唯

香

の

父 

佐

藤

洋

子

（
60

）

 

唯

香

の

母 

水

田

明

日

香

（
33

）

 

唯

香

の

姉 

水

田

大

地

（

33
）

 

明

日

香

の

夫 

平

塚

真

弓

（

35

）

 
唯

香

の

上

司 

久

保

正

孝

（4
0

）

 
唯

香

の

上

司 

土

谷

幸

太

郎

（

3

）

 
周

人

の

息

子 
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〇

ア

パ

ー

ト

・

部

屋 

 
 

 

ベ

ッ

ド

の

上

に

い

る

佐

藤

唯

香

（

20

）

と

田

沼

良

平

（

20

）。

 

唯

香

「

ち

ょ

っ

と

」 

良

平

「

う

ん

？

」 

唯

香

「

付

け

て

よ

」 

良

平

「

え

、

ダ

メ

？

」 
唯

香

「

ダ

メ

に

決

ま

っ

て

ん

じ

ゃ

ん

。

子

ど

も

で

き 
た

ら

ど

う

す

ん

の

」 

 

〇

住

宅

街

（

夕

） 

子

ど

も

の

声

「

マ

マ

―

！

」 

パ

ン

ツ

ス

ー

ツ

姿

の

唯

香

（

30

）、

振

り

返

る

。 

駆

け

て

来

た

子

ど

も

、

唯

香

の

横

を

通

り

ぬ

け

て

母

親

の

元

に

向

か

う

。 

 
 

 

唯

香

、

母

親

と

子

ど

も

を

見

つ

め

る

。 

 
 

 

手

に

持

っ

て

い

た

資

料

を

見

る

。 

 
 

 

『

女

性

の

キ

ャ

リ

ア

志

向

を

支

え

る

食

事

の

企

画

提

案

書

』

と

書

か

れ

て

い

る

。 

唯

香

「

よ

し

っ

」 

 

〇

マ

ン

シ

ョ

ン

・

共

用

廊

下

（

夕

） 

 
 

 

唯

香

、

バ

ッ

グ

を

漁

り

鍵

を

取

り

出

す

。 

歩

未

（

10

）

「

マ

マ

」 

 
 

 

唯

香

、

振

り

返

る

。 

 
 

 

歩

未

（

10

）

と

歩

未

（

5

）、

手

を

繋

い

で

立

っ

て

い

る

。 

 
 

 

唯

香

、

周

り

を

キ

ョ

ロ

キ

ョ

ロ

見

渡

す

。 

唯

香

「

え

っ

と

…
…

」 

 
 

 

唯

香

、

恐

る

恐

る

中

腰

に

な

っ

て

歩

未

（

10

）

に

近

づ

く

。 

唯

香

「

ど

う

し

た

の

？

」 

歩

未

（

10

）

「

こ

ん

ば

ん

は

」 

唯

香

「

あ

、

こ

ん

ば

ん

は

」

 
 

歩

未

（

5

）

「

マ

マ

」 

唯

香

「

お

母

さ

ん

と

は

ぐ

れ

た

？

 

こ

こ

の

子

？

 
 

何

号

室

か

分

か

る

？

」 

歩

未

（

10

）

・

歩

未

（

5

）、

唯

香

を

じ

っ

と

見

つ

め

る

。 
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唯

香

「

あ

、

え

っ

と

…
…

、。

こ

う

い

う

と

き

は

、 

警

察

？

」 

 
 

 

唯

香

、

ス

マ

ホ

を

取

り

出

す

。 

歩

未

（

5

）

「

お

し

っ

こ

ー

」 

唯

香

「

お

し

っ

こ

？

」 

 

〇

同

・

キ

ッ

チ

ン

（

夜

） 

 
 

 

唯

香

、

冷

蔵

庫

の

中

を

見

て

い

る

。 
唯

香

「

何

も

な

い

…
…

」 

 
 

 
唯

香

、

奥

か

ら

栄

養

ド

リ

ン

ク

を

取

り

出

す

。 

 

〇

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

） 

 
 

 

部

屋

を

見

渡

す

歩

未

（

10

）。

 

 
 

 

歩

未

（

5
）、

入

っ

て

来

て

歩

未

（

10

）

の

隣

に

座

る

。 

 
 

 

唯

香

、

キ

ッ

チ

ン

か

ら

来

る

。 

唯

香

「

あ

の

ー

、

二

人

っ

て

い

く

つ

？

」 

歩

未

（

10

）

「

十

歳

で

す

。

こ

の

子

は

五

歳

」 

唯

香

「

十

歳

と

五

歳

…
…

」 

 
 

 

唯

香

、

栄

養

ド

リ

ン

ク

を

見

て

、 

唯

香

「

じ

ゃ

あ

ダ

メ

だ

よ

ね

」 

歩

未

（

10

）

「

あ

の

、

全

然

お

構

い

な

く

」 

唯

香

「

よ

く

そ

ん

な

言

葉

知

っ

て

る

ね

。

あ

、

で

も 

そ

う

か

。

知

ら

な

い

人

か

ら

も

ら

っ

た

も

の

口

に 

入

れ

た

く

な

い

よ

ね

」 

歩

未

（

10

）

「

知

ら

な

く

は

な

い

で

す

け

ど

」 

唯

香

「

え

？

」 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（

10

）

と

歩

未

（

5

）

の

顔

を

じ

っ

と

見

る

。 

唯

香

「

名

前

は

？

」 

歩

未

（

10

）

「

歩

未

で

す

」 

唯

香

「

歩

未

ち

ゃ

ん

」 

歩

未

（

10

）

「

歩

い

て

い

く

、

未

来

に

向

か

っ

て

」 

唯

香

「

え

」 

歩

未

（

10

）

「

と

書

い

て

歩

未

で

す

」 

唯

香

「

…
…

い

い

名

前

だ

ね

」 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（

5

）

に

向

か

っ

て

、 

唯

香

「

お

名

前

、

言

え

る

？

」 

歩

未

（

5

）

「

歩

未

で

す

」 

唯

香

「

君

も

歩

未

ち

ゃ

ん

？

 

似

て

る

か

ら

姉

妹

か 
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と

」 

歩

未

（

10

）

「

母

親

は

同

じ

で

す

が

、

父

親

は

違

い 

ま

す

」 

唯

香

「

…
…

聞

い

ち

ゃ

っ

て

ご

め

ん

」 

 
 

 

唯

香

、

ス

マ

ホ

を

手

に

取

る

。 

唯

香

「

え

と

、

今

あ

の

お

姉

ち

ゃ

ん

が

…
…

い

や

お 

ば

ち

ゃ

ん

、

が

お

ま

わ

り

さ

ん

に

電

話

し

て

み

る 

か

ら

ね

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

唯

香

の

手

を

止

め

る

。 

唯

香

「

う

ん

？

 

ど

う

し

た

の

？

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

首

を

横

に

振

る

。 

唯

香

「

も

し

か

し

て

家

出

し

て

き

た

と

か

？

 

ま

さ 

か

、

虐

待

？

 
な

ら

な

お

さ

ら

警

察

に

」 

歩

未

（

10

）

「

い

え

、

そ

れ

は

な

い

で

す

。

マ

マ

は

、 

私

の

こ

と

、

愛

し

て

く

れ

て

ま

す

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

歩

美

（

5

）

を

見

て

、 

歩

美

（

10

）

「

ね

」 

 
 

 

歩

美

（

5

）、

頷

く

。 

唯

香

「

…
…

い

い

マ

マ

な

ん

だ

ね

」 

歩

未

（

10

）

「

あ

な

た

が

マ

マ

で

す

」 

唯

香

「

…
…

は

い

？

」 

歩

未

（

10

）

「

私

た

ち

、

あ

な

た

の

娘

で

す

」 

 
 

 

唯

香

、

自

分

の

お

腹

を

擦

る

。 

唯

香

「

え

？

 

え

？

」 

歩

未

（

10

）

「

正

確

に

言

う

と

、

私

は

あ

な

た

が

二 

十

歳

の

時

に

結

婚

し

た

世

界

線

で

産

ま

れ

た

娘

。

こ

の

子

は

あ

な

た

が

二

十

五

歳

の

時

に

結

婚

し

た

世

界

線

で

産

ま

れ

た

娘

で

す

」 

 
 

 

歩

美

（

5

）、

手

を

振

る

。 

唯

香

「

う

ん

？

 

え

？

」 

歩

未

（

10

）

「

パ

ラ

レ

ル

ワ

ー

ル

ド

っ

て

分

か

り

ま 

す

？

」 

唯

香

「

あ

、

あ

ぁ

、

う

ん

。

も

し

も

あ

の

時

あ

あ

し 

た

ら

っ

て

、

選

択

肢

の

ぶ

ん

、

ど

ん

ど

ん

世

界

が 

分

岐

し

て

い

く

ん

だ

よ

ね

。

ア

ニ

メ

で

見

た

」 

歩

未

（

10

）

「

私

た

ち

は

パ

ラ

レ

ル

ワ

ー

ル

ド

か

ら 

来

ま

し

た

」 

唯

香

「

そ

ん

な

こ

と

で

き

る

の

？

」 

歩

未

（

10

）

「

私

の

世

界

で

は

」 

歩

未

（

5

）

「

み

ー

ち

ゃ

ん

と

こ

も

！

」 
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唯

香

「

信

じ

ら

れ

な

い

…
…

」 

歩

未

（

10

）

「

何

か

証

拠

を

っ

て

思

っ

た

ん

で

す

け 

ど

、

別

世

界

の

も

の

は

持

ち

込

ん

じ

ゃ

い

け

な

い 

こ

と

に

な

っ

て

て

。

で

も

、

歩

未

っ

て

名

前

が

何 

よ

り

証

拠

に

な

る

か

な

と

」 

唯

香

「

確

か

に

将

来

娘

が

で

き

た

ら

歩

未

っ

て

名

前 

に

し

よ

う

っ

て

思

っ

て

た

け

ど

。

え

、

ど

う

し

て 

こ

の

世

界

に

？

」 
歩

未

（
10

）

「

夏

休

み

の

自

由

研

究

の

テ

ー

マ

が

、 
三

十

歳

ま

で

独

身

で

い

る

世

界

線

の

マ

マ

な

ん

で 

す

」 

唯

香

「

テ

ー

マ

が

壮

大

過

ぎ

な

い

？

 

別

の

世

界

で 

は

普

通

の

こ

と

な

の

？

」 

歩

未

（

10

）

「

つ

い

で

に

別

世

界

の

私

も

観

察

し

よ 

う

か

と

思

っ

て

連

れ

て

来

ま

し

た

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

歩

美

（

5

）

を

抱

っ

こ

す

る

。 

歩

未

（

5

）

「

お

で

か

け

好

き

ー

」 

唯

香

「

そ

ん

な

朝

顔

の

観

察

み

た

い

に

…
…

。

待

っ 

て

頭

痛

く

な

っ

て

き

た

」 

歩

美

（

5

）

「

眠

い

ー

」 

唯

香

「

眠

い

？

」 

 

〇

同

・

寝

室

（

夜

） 

 
 

 

ベ

ッ

ド

で

眠

る

歩

未

（

10

）

と

歩

未

（

5
）。 

唯

香

「

こ

れ

っ

て

誘

拐

？

 

で

も

私

の

娘

な

の

か

」 

 

〇

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

） 

 
 

 

唯

香

、

入

っ

て

来

る

。 

 
 

 

ス

マ

ホ

の

着

信

音

。 

唯

香

「（

電

話

に

出

て

）

も

し

も

し

」 

 

〇

繁

華

街

（

夜

） 

 
 

 

電

話

を

し

て

い

る

木

元

裕

太

（

30

）。

 

裕

太

「

唯

香

？

 

今

飲

み

会

終

わ

っ

た

ん

だ

け

ど

こ 

の

ま

ま

家

行

っ

て

い

い

？

」 

 

〇

マ

ン

シ

ョ

ン

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

） 

 
 

 

唯

香

、

寝

室

の

方

を

見

て

、 

唯

香

「

あ

ー

、

今

日

は

…
…

。

そ

の

ー

、

仕

事

！

 
 

ち

ょ

っ

と

持

ち

帰

っ

て

来

て

て

」 
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裕

太

（

電

話

）

「

ま

た

？

 

あ

ん

ま

無

理

し

な

い

で 

ね

」 

唯

香

「

う

ん

」 

 

〇

繁

華

街

（

夜

） 

裕

太

「

唯

香

の

部

署

忙

し

い

も

ん

ね

。

で

も

結

婚

と 

か

し

た

ら

少

し

は

セ

ー

ブ

さ

せ

て

も

ら

え

そ

う

？

」 
唯

香

（

電

話

）

「

そ

ん

な

、

中

途

半

端

な

こ

と

は

で 
き

な

い

よ

」 

裕

太

「

そ

っ

か

…
…

」 

 

〇

マ

ン

シ

ョ

ン

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

） 

裕

太

（

電

話

）

「

ま

ぁ

、

こ

の

話

は

ま

た

話

そ

う

。 

ち

ゃ

ん

と

睡

眠

は

取

っ

て

ね

」 

唯

香

「

う

ん

、

あ

り

が

と

う

。

お

や

す

み

」 

 
 

 

唯

香

、

電

話

を

切

り

た

め

息

を

つ

く

。 

歩

未

（

10

）

「

あ

の

」 

 
 

 

唯

香

、

驚

い

て

振

り

返

る

と

歩

未

（

10

）

が

立

っ

て

い

る

。 

唯

香

「

う

ん

？

 

ど

う

し

た

？

 

お

し

っ

こ

？

」 

歩

未

（

10

）

「

い

え

、

違

い

ま

す

け

ど

」 

唯

香

「

そ

っ

か

」 

歩

未

（

10

）

「

す

み

ま

せ

ん

で

し

た

、

急

に

来

て

」 

唯

香

「

う

う

ん

！

 

そ

ん

な

！

 

子

ど

も

が

そ

ん

な 

の

気

に

し

な

い

の

！

」 

歩

未

（

10

）

「

今

の

」 

唯

香

「

う

ん

？

」 

歩

未

（

10

）

「

今

の

、

マ

マ

よ

く

言

う

。

子

ど

も

が 

気

に

し

な

い

の

っ

て

」 

唯

香

「

そ

う

な

ん

だ

。

え

っ

と

、

マ

マ

…
…

、

私

か

。 

そ

っ

ち

の

世

界

の

私

は

何

て

？

 

こ

っ

ち

の

世

界 

に

来

る

こ

と

」 

歩

未

（

10

）

「

行

く

か

ら

に

は

徹

底

的

に

研

究

す

る 

よ

う

に

っ

て

」 

唯

香

「

う

わ

ぁ

、

言

い

そ

う

」 

歩

未

（

10

）

「

だ

か

ら

あ

の

、

い

て

い

い

で

す

か

？

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

唯

香

を

じ

っ

と

見

つ

め

る

。 

唯

香

「

…
…

も

ち

ろ

ん

！

 

た

っ

ぷ

り

観

察

し

て

！

」 

歩

未

（

10

）

「

夏

休

み

の

間

、

お

世

話

に

な

り

ま

す

」 

唯

香

「

は

い

！

 

こ

ち

ら

こ

そ

！

」 
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歩

未

（

10

）

「

じ

ゃ

あ

お

や

す

み

な

さ

い

」 

唯

香

「

う

ん

！

 

お

や

す

み

！

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

寝

室

に

向

か

う

。 

 
 

 

唯

香

、

頭

を

抱

え

る

。 

 

〇

同

・

寝

室

（

朝

） 

 
 

 

眠

っ

て

い

る

唯

香

。 
歩

未

（

5

）

の

声

「

マ

マ

。

マ

マ

」 
唯

香

「

う

、

う

～

ん

？

」 

 
 

 
目

覚

め

た

唯

香

、

歩

未

（

5

）

と

目

が

合

う

。 

歩

未

（

5
）

「

マ

マ

！

」 

唯

香

「

夢

じ

ゃ

な

か

っ

た

…
…

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

入

っ

て

来

て

、 

歩

未

（

10

）

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

」 

唯

香

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

…
…

」 

歩

未

（

10

）

「

八

時

で

す

け

ど

、

仕

事

と

か

っ

て

」 

唯

香

「

や

ば

い

！

」 

 

〇

住

宅

街

（

朝

） 

 
 

 

早

足

で

歩

く

唯

香

・

歩

未

（

10

）

・

歩

未

（

5

）。

 

唯

香

「

私

、

ス

ド

ウ

食

品

っ

て

と

こ

で

働

い

て

て

。 

隣

に

図

書

館

あ

る

か

ら

そ

こ

で

待

っ

て

て

も

ら

え

る

？

」 

歩

未

（

10

）

「

ス

ド

ウ

食

品

。

知

っ

て

ま

す

」 

唯

香

「

本

当

？

 

そ

っ

ち

の

私

も

ス

ド

ウ

食

品

で

働 

い

て

る

の

？

」 

歩

未

（

10

）

「

い

え

。

マ

マ

は

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

屋

さ 

ん

で

パ

ー

ト

し

て

ま

す

」 

唯

香

「

そ

う

な

ん

だ

」 

歩

未

（

5

）

「

み

ー

ち

ゃ

ん

の

マ

マ

は

お

仕

事

し

て 

な

い

よ

」 

唯

香

「

そ

う

な

の

？

」 

 

〇

図

書

館

・

入

口

前

（

朝

） 

唯

香

「

よ

し

、

じ

ゃ

あ

ま

た

お

昼

休

み

に

来

る

か

ら

」 

歩

未

（

10

）

「

は

い

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）

・

歩

未

（

5

）、

手

を

繋

い

で

入

口

に

向

か

う

。 

唯

香

「

そ

う

だ

。

歩

未

ち

ゃ

ん

！

」
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歩

未

（

10

）

・

歩

未

（

5

）、

振

り

返

る

。 

唯

香

「

あ

、

そ

っ

か

。

ん

じ

ゃ

あ

」 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（

５

）

を

見

て

、 

唯

香

「

み

ー

ち

ゃ

ん

、

お

昼

ご

飯

食

べ

た

い

も

の

あ 

る

？

」 

歩

未

（

5

）

「

ハ

ン

バ

ー

グ

！

」 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（

10

）

を

見

て

、 
唯

香

「

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

は

？

」 
歩

未

（
10

）

「

何

で

も

食

べ

れ

ま

す

」 

唯

香

「

オ

ッ

ケ

ー

。

（

腕

時

計

を

見

て

）

あ

ぁ

、

も 

う

行

か

な

き

ゃ

！

 

行

っ

て

き

ま

す

！

」 

歩

未

（

5

）

「

い

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い

！

」 

 

〇

会

社

・

企

画

部 

 
 

 

唯

香

、

平

塚

真

弓

（

35

）

の

席

に

近

づ

い

て

、 

唯

香

「

真

弓

さ

ん

」 

真

弓

「

ど

う

し

た

？

」 

唯

香

「

真

弓

さ

ん

と

こ

っ

て

お

子

さ

ん

お

い

く

つ

で 

し

た

っ

け

」 

真

弓

「

六

歳

と

三

歳

」 

 
 

 

子

ど

も

の

写

真

が

飾

ら

れ

て

い

る

真

弓

の

デ

ス

ク

。 

唯

香

「

あ

の

、

子

ど

も

っ

て

ご

飯

何

食

べ

る

ん

で

し 

ょ

う

。

好

き

な

も

の

っ

て

い

う

か

」 

真

弓

「

う

ー

ん

、

そ

う

だ

な

ぁ

。

基

本

カ

レ

ー

は

好 

き

だ

よ

ね

。

あ

と

は

味

が

分

か

り

や

す

く

い

も 

の

？

 

お

子

様

ラ

ン

チ

を

想

像

す

る

と

い

い

か

も

」 

唯

香

「

な

る

ほ

ど

」 

真

弓

「

あ

れ

、

で

も

佐

藤

ち

ゃ

ん

が

今

企

画

し

て

る 

の

っ

て

働

き

盛

り

の

女

性

が

タ

ー

ゲ

ッ

ト

じ

ゃ

な 

か

っ

た

？

」 

唯

香

「

こ

れ

は

そ

の

、

プ

ラ

イ

ベ

ー

ト

で

。

親

戚

の 

子

ど

も

を

預

か

る

こ

と

に

な

っ

て

」 

 
 

 

久

保

正

孝

（

40

）、

近

寄

っ

て

来

て

、 

久

保

「

な

に

な

に

。

何

の

話

？

」 

真

弓

「

佐

藤

ち

ゃ

ん

、

親

戚

の

子

預

か

る

ん

だ

っ

て

」 

久

保

「

へ

ぇ

！

 

い

い

ね

！

 

子

育

て

の

練

習

に

な 

る

じ

ゃ

ん

」 

唯

香

「

か

も

で

す

ね

ぇ

」 
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〇

図

書

館

・

テ

ラ

ス

席 

歩

未

（

5

）

「

こ

れ

や

だ

」 

唯

香

「

え

？

」 

 
 

 

歩

未

（

5

）

の

前

に

は

ハ

ン

バ

ー

グ

弁

当

が

置

か

れ

て

い

る

。 

唯

香

「

じ

ゃ

あ

こ

っ

ち

に

す

る

？

 

い

や

ち

ょ

っ

と 

辛

い

か

。

他

の

買

っ

て

来

る

？

 

何

食

べ

た

い

？

」 

 
 

 

歩

未

（

5

）、

首

を

横

に

振

る

。 
唯

香

「

え

ー

…
…

。

で

も

お

昼

は

食

べ

な

い

と

。

な 
ん

か

他

に

食

べ

れ

そ

う

な

も

の

…
…

」 

歩

未

（

10
）

「

じ

ゃ

あ

私

食

べ

ち

ゃ

お

ー

」 

 
 

 

歩

未

（
10

）、

歩

未

（

5

）

の

ハ

ン

バ

ー

グ

弁

当

を

手

に

取

る

。 

歩

未

（

10

）

「

う

わ

ぁ

！

 

お

い

し

そ

ー

。

ん

ー

！

 
 

い

い

匂

い

！

」 

歩

未

（

5

）

「

…
…

み

ー

ち

ゃ

ん

も

食

べ

た

い

」 

歩

未

（

10

）

「

い

い

よ

、

は

い

」 

 
 

 

歩

未

（

5

）、

ハ

ン

バ

ー

グ

弁

当

を

食

べ

始

め

る

。 

唯

香

「

す

ご

い

…
…

。

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

っ

て

小

さ

い

子 

慣

れ

て

る

ん

だ

ね

」 

歩

未

（

10

）

「

マ

マ

が

よ

く

こ

う

や

っ

て

た

ん

で

す

。 

お

か

げ

で

好

き

嫌

い

無

く

な

り

ま

し

た

」 

唯

香

「

私

が

？

 

そ

ん

な

こ

と

で

き

る

ん

だ

…
…

」 

歩

未

（

10

）

「

そ

れ

、

何

食

べ

る

ん

で

す

か

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

唯

香

の

前

の

弁

当

を

見

る

。 

唯

香

「

こ

れ

？

 

チ

ン

ジ

ャ

オ

ロ

ー

ス

弁

当

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

ノ

ー

ト

に

書

き

込

む

。 

歩

未

（

10

）

「（

書

き

な

が

ら

）

こ

の

世

界

線

の

マ 

マ

は

中

華

が

好

き

…
…

」 

唯

香

「

学

校

の

宿

題

な

ん

だ

っ

け

？

 

私

み

た

い

な 

の

が

テ

ー

マ

で

大

丈

夫

な

の

？

」 

歩

未

（

10

）

「

世

界

線

ご

と

の

違

い

を

ま

と

め

た

ら 

面

白

い

と

思

う

ん

で

す

。

な

の

で

」 

 
 

歩

未

（

10

）、

唯

香

を

見

て

、 

歩

未

（

10

）

「

こ

の

世

界

線

の

父

親

に

会

い

た

い

ん 

で

す

け

ど

」 

歩

未

（

5

）

「

パ

パ

！

」 

唯

香

「

パ

パ

か

ぁ

…
…

」 

歩

未

（

10

）

「

会

え

ま

せ

ん

か

？

」 
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唯

香

「

あ

の

、

こ

の

世

界

で

は

ね

、

あ

な

た

た

ち

の 

パ

パ

と

は

結

婚

し

て

な

く

て

。

つ

ま

り

、

こ

の

世 

界

線

で

は

元

彼

っ

て

こ

と

に

な

る

の

ね

。

元

彼

と 

会

う

っ

て

の

は

ち

ょ

っ

と

」 

歩

未

（

10

）

「

ダ

メ

で

す

か

？

」 

唯

香

「

う

、

う

ー

ん

…
…

」 

 
〇

（

回

想

）

ア

パ

ー

ト

・

部

屋 

 
 

 

ベ

ッ

ド

の

上

に

い

る

唯

香

（

20

）

と

良

平

（

20

）。

 

唯

香

「

ダ

メ

に

決

ま

っ

て

ん

じ

ゃ

ん

。

子

ど

も

で

き 

た

ら

ど

う

す

ん

の

」 

良

平

「

ま

ぁ

ま

ぁ

。

な

ん

と

か

な

る

ん

じ

ゃ

ん

？

」 

 
 

 

良

平

、

唯

香

を

押

し

倒

し

、

キ

ス

し

よ

う

と

す

る

。 

唯

香

「

い

や

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

」 

 
 

 

唯

香

、

起

き

上

が

る

。 

唯

香

「

あ

ん

た

の

そ

う

い

う

無

責

任

な

と

こ

ろ

無

理 

だ

わ

」 

 
 

唯

香

、

身

支

度

を

し

て

出

て

行

く

。 

良

平

「

え

ぇ

！

」 

唯

香

「

別

れ

る

！

」 

 

〇

（

戻

っ

て

）

カ

フ

ェ

・

店

内 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（

10

）

を

見

つ

め

て

い

る

。 

唯

香

「

あ

の

と

き

…
…

」 

歩

未

（

10

）

「

何

で

す

か

？

」 

唯

香

「

う

う

ん

！

 

な

ん

で

も

な

い

！

」 

歩

未

（

10

）

「

あ

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

入

っ

て

い

た

良

平

（

30

）

を

見

る

。 

 
 

 

良

平

、

唯

香

に

気

づ

い

て

駆

け

寄

っ

て

来

る

。 

良

平

「

唯

香

！

 

久

し

ぶ

り

！

」 

唯

香

「（

目

を

合

わ

せ

な

い

ま

ま

）

お

久

し

ぶ

り

で 

す

」 

良

平

「

そ

の

子

た

ち

が

親

戚

の

子

？

」 

 
 

 

良

平

を

チ

ラ

チ

ラ

見

る

歩

未

（

5

）。

 

唯

香

「

う

ん

、

そ

う

。

夏

休

み

の

自

由

研

究

で

い

ろ 

ん

な

職

業

の

大

人

に

話

聞

き

た

い

ん

だ

っ

て

」 

良

平

「

田

沼

良

平

で

す

。

初

め

ま

し

て

」 
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歩

未

（

10

）

「

初

め

ま

し

て

」 

  
 

 
×

 
×

 
×

 

 

良

平

「

え

ー

、

お

仕

事

は

建

築

士

を

し

て

い

ま

す

。 

建

築

士

っ

て

い

う

の

は

、

え

っ

と

ね

」 

歩

未

（

10

）

「

建

物

を

建

て

る

前

に

土

地

を

調

べ

た 

り

す

る

ん

で

す

よ

ね

」 
良

平

「

よ

く

知

っ

て

る

ね

」 

歩

未

（
10

）

「

父

が

、

勉

強

し

て

た

の

で

」 

良

平

「

そ

う

な

ん

だ

！

 

い

や

大

変

だ

よ

ね

ぇ

。

資 

格

取

る

の

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

ノ

ー

ト

に

書

き

込

む

。 

良

平

「（

唯

香

に

）

で

も

連

絡

く

れ

て

嬉

し

い

よ

。 

大

学

卒

業

し

て

以

来

だ

か

ら

何

年

ぶ

り

？

」 

唯

香

「

自

由

研

究

の

た

め

に

仕

方

な

く

だ

か

ら

」 

良

平

「

相

変

わ

ら

ず

素

直

じ

ゃ

な

い

ん

だ

か

ら

」 

 
 

 

良

平

、

肘

で

唯

香

を

つ

つ

く

。 

唯

香

「（

不

機

嫌

そ

う

に

）

私

彼

氏

い

る

し

」 

良

平

「

え

、

そ

う

な

の

？

」 

唯

香

「

結

婚

の

話

も

出

て

る

し

！

」 

良

平

「

落

ち

込

む

わ

…
…

」 

唯

香

「

は

ぁ

？

」 

良

平

「

い

や

俺

も

さ

、

あ

れ

か

ら

遊

ん

だ

り

し

た

け 

ど

、

将

来

を

考

え

ら

れ

る

の

は

唯

香

く

ら

い

だ

っ 

た

か

ら

。

唯

香

も

同

じ

気

持

ち

か

と

」 

唯

香

「

あ

ん

た

と

は

将

来

な

ん

か

考

え

ら

れ

な

か

っ 

 

た

よ

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

唯

香

と

良

平

を

じ

っ

と

見

つ

め

る

。 

唯

香

「

あ

、

ご

め

ん

…
…

」 

良

平

「（

分

か

っ

て

お

ら

ず

）

う

ん

？

」 

 
 

 

良

平

、

唯

香

と

歩

未

（

10

）

を

見

る

。 

 
 

 

歩

未

（

5

）

を

見

る

と

、

目

が

合

う

。 

 
 

 

笑

い

合

う

良

平

と

歩

未

（

5

）。

 

 

〇

駅

前 

歩

未

（

10

）

「

今

日

は

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

」 

良

平

「

い

え

い

え

。

ま

た

何

か

あ

っ

た

ら

い

つ

で

も 

呼

ん

で

！

」 
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唯

香

「

も

う

な

い

よ

…
…

」 

良

平

「

気

を

付

け

て

帰

っ

て

ね

ー

」 

 
 

 

唯

香

・

歩

未

（

10

）

・

歩

未

（

5

）、

歩

き

出

す

。 

唯

香

「

ど

う

だ

っ

た

？

 

こ

の

世

界

の

パ

パ

は

」 

歩

未

（

10

）

「

違

い

は

あ

ん

ま

り

あ

り

ま

せ

ん

で

し 

た

。

仕

事

も

ほ

ぼ

一

緒

だ

し

、

見

た

目

も

変

わ

ら 

な

い

し

。

次

は

も

っ

と

違

う

と

こ

見

つ

け

た

い

で

す

」 

唯

香

「

ま

た

会

う

の

？

 

う

ー

ん

」 

歩

未

（

10
）

「

ダ

メ

で

す

よ

ね

…
…

」 

唯

香

「

―
―

い

や

、

大

丈

夫

！

 

気

に

し

な

い

で

！

」 

歩

未

（

10

）

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」 

唯

香

「

う

ん

」 

歩

未

（

5

）

「

お

腹

空

い

た

ー

」 

唯

香

「

あ

ー

、

は

い

は

い

。

帰

っ

た

ら

す

ぐ

ご

飯

に 

し

よ

う

ね

」 

 

〇

マ

ン

シ

ョ

ン

・

リ

ビ

ン

グ

（

夕

） 

 
 

 

唯

香

・

歩

未

（

10

）

・

歩

未

（
5

）、

入

っ

て

来

る

。 

裕

太

「

お

か

え

り

！

」 

唯

香

「

え

、

裕

太

？

 

来

て

た

の

？

」 

裕

太

「

う

ん

。

連

絡

し

た

ん

だ

け

、

ど

…
…

」 

 
 

 

裕

太

、

歩

未

（

10

）

と

歩

未

（

5

）

を

見

る

。 

裕

太

「

こ

の

子

た

ち

は

？

」 

唯

香

「

あ

、

そ

の

親

戚

の

子

！

 

し

ば

ら

く

う

ち

で 

預

か

る

こ

と

に

な

っ

た

の

！

」 

裕

太

「

そ

う

な

の

？

 

こ

ん

に

ち

は

ー

。

唯

香

ち

ゃ 

ん

の

彼

氏

で

す

」 

 
 

歩

未

（

10

）

・

歩

未

（

5

）、

唯

香

を

見

る

。 

唯

香

「

あ

ー

、

う

ん

。

そ

う

な

の

。

こ

の

世

界

で

は 

ね

！

」 

裕

太

「

う

ん

？

」 

唯

香

「

こ

ち

ら

は

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

と

み

ー

ち

ゃ

ん

！

」 

歩

未

（

10

）

「

こ

ん

に

ち

は

」 

裕

太

「

よ

ろ

し

く

ね

。

お

出

か

け

し

て

た

の

？

」 

歩

未

（

5

）

「

パ

パ

に

会

っ

て

来

た

ん

だ

よ

」 

裕

太

「

パ

パ

？

」 

唯

香

「

ご

飯

に

し

よ

っ

か

！

」 
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 〇

同

・

キ

ッ

チ

ン

（

夜

） 

 
 

 

皿

洗

い

を

し

て

い

る

唯

香

。 

 
 

 

裕

太

、

来

て

、 

裕

太

「

寝

た

よ

」 

唯

香

「

あ

り

が

と

う

」 

裕

太

「

元

気

い

っ

ぱ

い

で

か

わ

い

い

ね

」 
唯

香

「

ね

」 
裕

太

「

そ

れ

に

し

て

も

大

変

だ

ね

。

い

き

な

り

子

ど 
も

預

か

る

な

ん

て

」 

唯

香

「

ち

ょ

っ

と

、

い

ろ

い

ろ

事

情

が

あ

っ

て

」 

裕

太

「

俺

も

手

伝

う

よ

。

休

み

の

日

と

か

ど

っ

か

連 

れ

て

く

し

」 

唯

香

「

あ

ー

、

う

ん

。

で

も

し

ば

ら

く

は

い

い

か

な

」 

裕

太

「

何

で

？

」 

唯

香

「

夏

休

み

の

宿

題

で

自

由

研

究

し

な

い

と

い

け 

な

い

み

た

い

で

」 

裕

太

「

だ

っ

た

ら

な

お

さ

ら

。

俺

理

科

得

意

だ

っ

た 

し

」 

唯

香

「

そ

う

い

う

ん

じ

ゃ

な

い

み

た

い

。

と

に

か

く

、 

私

だ

け

で

も

大

丈

夫

だ

か

ら

」 

裕

太

「

…
…

唯

香

、

俺

た

ち

結

婚

し

た

ら

支

え

合

っ 

て

い

か

な

き

ゃ

い

け

な

い

ん

だ

か

ら

。

そ

う

い

う 

の

は

無

し

に

し

よ

う

よ

」 

唯

香

「

ご

め

ん

…
…

」 

裕

太

「

ま

ぁ

俺

は

い

つ

で

も

動

け

る

か

ら

、

遠

慮

し 

な

い

で

何

か

あ

っ

た

ら

言

っ

て

？

」 

唯

香

「

う

ん

…
…

」 

 

〇

同

・

玄

関

（

夜

） 

裕

太

「

じ

ゃ

あ

お

や

す

み

」 

唯

香

「

う

ん

、

ご

め

ん

ね

。

泊

め

れ

な

く

て

」 

裕

太

「

全

然

。

ま

た

ね

。

今

度

は

ケ

ー

キ

で

も

買

っ 

て

来

る

か

ら

」 

唯

香

「

あ

り

が

と

う

」 

 
 

 

裕

太

、

出

て

行

く

。 

 

〇

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

） 

 
 

 

唯

香

、

入

っ

て

来

る

。 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

ノ

ー

ト

に

書

き

込

ん

で

い

る

。 
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唯

香

「

あ

れ

？

 

ど

う

し

た

の

。

眠

れ

な

い

？

」 

歩

未

（

10

）

「

い

え

。

忘

れ

な

い

う

ち

に

研

究

結

果 

を

書

い

て

お

か

な

い

と

と

思

っ

て

」 

唯

香

「

そ

っ

か

」 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（

10

）

の

隣

に

座

る

。 

歩

未

（

10

）

「

こ

の

世

界

の

パ

パ

っ

て

ど

ん

な

感

じ 

で

す

か

？

 

（

唯

香

を

指

し

て

）

か

ら

見

て

」 
唯

香

「

私

か

ら

見

て

？

 

ま

ぁ

、

当

時

は

若

か

っ

た 
っ

て

の

も

あ

る

け

ど

、

無

責

任

で

行

き

当

た

り

ば

っ

た

り

で

、

計

画

性

が

な

く

て

」 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（

10

）

の

視

線

に

気

づ

い

て

ハ 

ッ

と

し

て

、 

唯

香

「

ご

め

ん

。

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

の

パ

パ

を

悪

く

言

う 

つ

も

り

は

」 

歩

未

（

10

）

「

マ

マ

も

い

つ

も

パ

パ

の

愚

痴

言

っ

て 

ま

す

。

責

任

感

が

無

さ

す

ぎ

る

っ

て

」 

唯

香

「

変

わ

ら

な

い

ん

だ

、

あ

い

つ

」 

歩

未

（

10

）

「

は

い

」 

唯

香

「

ど

う

し

よ

う

も

な

い

ね

」 

歩

未

（

10

）

「

今

の

マ

マ

そ

っ

く

り

」 

唯

香

「

ま

ぁ

、

マ

マ

だ

か

ら

？

」 

 
 

 

笑

い

合

う

唯

香

と

歩

未

（

10

）。

 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

ノ

ー

ト

を

閉

じ

る

。 

歩

未

（

10

）

「

寝

ま

す

ね

。

お

や

す

み

な

さ

い

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

寝

室

に

向

か

う

。 

唯

香

「

お

や

す

み

」 

 

〇

街

中 

良

平

「

お

っ

、

こ

っ

ち

こ

っ

ち

」 

 
 

 

良

平

、

手

を

振

る

。 

 
 

 

唯

香

・

歩

未

（

10

）

・

歩

未

（

5

）、

駆

け

寄

る

。 

歩

未

（

10

）

「

ま

た

来

て

く

れ

て

あ

り

が

と

う

ご

ざ 

い

ま

す

」 

良

平

「

い

い

の

い

い

の

。

ね

、

唯

香

」 

唯

香

「

あ

ー

、

う

ん

」 

良

平

「

お

昼

は

？

 

み

ん

な

食

べ

た

？

」 

唯

香

「

ま

だ

な

ん

だ

よ

ね

」 

歩

未

（

5

）

「

ハ

ン

バ

ー

グ

食

べ

た

い

！

」 

良

平

「

ハ

ン

バ

ー

グ

食

べ

た

い

か

ー

。

い

い

ね

」 
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歩

未

（

5

）

「

お

姫

さ

ま

バ

ー

グ

！

」 

唯

香

「

お

姫

様

？

」 

歩

未

（

10

）

「

た

ぶ

ん

あ

れ

だ

と

思

い

ま

す

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

指

さ

し

た

先

に

『

ハ

ン

バ

ー

グ

レ

ス

ト

ラ

ン

プ

リ

ン

セ

ス

』

の

看

板

。 

 

〇

フ

ァ

ミ

レ

ス

・

店

内 

 
 

 

店

内

は

家

族

連

れ

で

賑

わ

っ

て

い

る

。 
良

平

「

俺

た

ち

も

家

族

に

見

ら

れ

て

る

か

な

」 

唯

香

「

バ

カ

な

こ

と

言

わ

な

い

で

」 

店

員

「

お

待

た

せ

い

た

し

ま

し

た

ー

」 

 
 

 

店

員

、

料

理

を

運

ん

で

く

る

。 

歩

未

（

5

）

「

わ

ぁ

！

」 

良

平

「

お

、

う

ま

そ

ー

」 

歩

未

（

10

）

「

い

た

だ

き

ま

す

」 

 
 

 

食

べ

始

め

る

一

同

。 

良

平

「

う

ん

、

久

し

ぶ

り

に

食

っ

た

け

ど

や

っ

ぱ

う 

ま

い

な

」 

 
 

 

手

が

止

ま

っ

て

い

る

歩

未

（
5

）。

 

唯

香

「（

気

づ

い

て

）

み

ー

ち

ゃ

ん

？

」 

歩

未

（

5

）

「

も

う

い

ら

な

ー

い

」 

唯

香

「

何

で

？

 

お

腹

い

っ

ぱ

い

？

」 

歩

未

（

10

）

「（

こ

そ

っ

と

）

た

ぶ

ん

こ

の

世

界

線 

で

は

味

が

違

う

か

ら

だ

と

思

い

ま

す

」 

唯

香

「

え

、

そ

う

な

の

？

」 

歩

未

（

10

）

「

は

い

。

微

妙

に

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

ハ

ン

バ

ー

グ

を

食

べ

る

。 

唯

香

「

あ

、

じ

ゃ

あ

マ

ッ

シ

ュ

ポ

テ

ト

だ

け

で

も

」 

歩

未

（

5

）

「

い

つ

も

の

カ

リ

カ

リ

の

が

い

い

」 

唯

香

「

付

け

合

わ

せ

も

違

う

の

か

。

え

っ

と

、

じ

ゃ 

あ

」 

良

平

「

え

ー

、

じ

ゃ

あ

お

じ

ち

ゃ

ん

食

べ

ち

ゃ

お

ー

。 

お

い

し

そ

ー

。

ち

ょ

ー

だ

い

？

」 

 
 

良

平

、

歩

未

（

5

）

の

顔

を

覗

き

込

む

。 

良

平

「

あ

ー

、

す

っ

ご

い

お

い

し

そ

う

だ

な

ぁ

。

食 

べ

た

い

な

ぁ

」 

歩

未

（

5

）、

マ

ッ

シ

ュ

ポ

テ

ト

を

食

べ

る

。 

良

平

「

い

い

な

ー

！

」 

 
 

 

歩

未

（

5

）、

ニ

コ

ニ

コ

で

食

べ

始

め

る

。 
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×

 
×

 
×

 

  
 

 

ド

リ

ン

ク

バ

ー

で

ジ

ュ

ー

ス

を

注

い

で

い

る

歩

未

（

10

）

・

歩

未

（

5

）。

 

 
 

 

そ

の

様

子

を

席

で

見

て

い

る

唯

香

と

良

平

。 

唯

香

「

子

ど

も

の

扱

い

上

手

い

ん

だ

ね

」 

良

平

「

俺

子

ど

も

好

き

だ

よ

？

 

姉

ち

ゃ

ん

の

子

と 

か

よ

く

面

倒

見

る

し

」 
唯

香

「

知

ら

な

か

っ

た

」 

良

平

「

俺

ず

っ

と

パ

パ

に

な

る

の

が

夢

だ

っ

た

ん

だ 

よ

ね

ー

」 

唯

香

「

そ

う

い

え

ば

、

言

っ

て

た

か

も

」 

良

平

「

唯

香

と

結

婚

し

て

た

ら

、

あ

れ

く

ら

い

の

子 

ど

も

が

い

た

の

か

な

」 

唯

香

「

私

は

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）

・

歩

未

（

5

）、

席

に

戻

っ

て

来

る

。 

良

平

「

お

、

何

取

っ

て

き

た

の

ー

？

」 

歩

未

（

5

）

「

メ

ロ

ン

」 

良

平

「

い

い

ね

ー

、

俺

も

好

き

ー

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

ノ

ー

ト

を

取

り

出

す

。 

歩

未

（

10

）

「

あ

の

、

話

聞

い

て

も

い

い

で

す

か

」 

良

平

「

も

ち

ろ

ん

。

何

で

も

答

え

ま

す

よ

」 

歩

未

（

10

）

「

二

人

は

結

婚

し

な

く

て

よ

か

っ

た

で 

す

か

？

」 

唯

香

・

良

平

「

え

」 

歩

未

（

10

）

「

結

婚

し

な

い

っ

て

選

択

を

し

て

、

よ 

か

っ

た

で

す

か

？

」 

 
 

 

唯

香

・

良

平

、

顔

を

見

合

わ

せ

る

。 

唯

香

「

そ

れ

は

…
…

」 

良

平

「

よ

か

っ

た

か

な

」 

唯

香

「

ち

ょ

っ

と

」 

良

平

「

俺

、

ダ

メ

ダ

メ

だ

っ

た

か

ら

。

唯

香

と

別

れ 

て

か

ら

、

生

き

方

を

見

直

し

た

ん

だ

よ

ね

。

も

っ 

と

ち

ゃ

ん

と

し

よ

う

っ

て

。

あ

の

と

き

、

唯

香

が 

止

め

て

く

れ

な

か

っ

た

ら

気

づ

け

な

か

っ

た

か

も

」 

 
 

 

良

平

、

唯

香

を

見

て

微

笑

む

。 

良

平

「

ね

」 

唯

香

「

良

平

…
…

」 

歩

未

（10
 

）

「

止

め

る

っ

て

、

何

を

？

」 
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良

平

「

あ

っ

と

ね

ー

」 

唯

香

「

言

わ

な

く

て

い

い

！

」 

 

〇

街

中

（

夕

） 

 
 

 

良

平

、

歩

未

（1 

）

を

抱

き

上

げ

る

。 

歩

未

（1 

）

「

キ

ャ

ー

！

」 

良

平

「

は

ー

い

、

も

う

お

し

ま

ー

い

」 
歩

未

（1 

）

「

も

っ

と

！

 

も

っ

と

！

」 
唯

香

「

み

ー

ち

ゃ

ん

帰

る

よ

」 

良

平

「

宿

題

は

進

み

そ

う

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

は

い

」 

良

平

「

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

頭

良

さ

そ

う

だ

も

ん

な

。

マ

マ 

と

パ

パ

も

自

慢

で

し

ょ

う

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

微

笑

む

。 

唯

香

「

じ

ゃ

あ

、

今

日

は

あ

り

が

と

う

」 

良

平

「

う

ん

。

じ

ゃ

あ

ね

ー

」 

 
 

 

良

平

、

手

を

振

っ

て

歩

い

て

い

く

。 

唯

香

「

ま

た

会

う

？

 

も

っ

と

聞

き

た

い

こ

と

あ

る 

な

ら

全

然

」 

歩

未

（10
 

）

「

う

う

ん

。

も

う

大

丈

夫

で

す

」 

唯

香

「

そ

う

？

」 

歩

未

（1 

）

「

み

ー

ち

ゃ

ん

も

パ

パ

に

会

い

た

い

」 

唯

香

「

え

」 

歩

未

（1 

）

「

会

い

た

い

ー

…
…

」 

歩

未

（10
 

）

「

あ

の

、

私

も

み

ー

ち

ゃ

ん

の

方

の

パ 

パ

に

会

い

た

い

ん

で

す

け

ど

。

研

究

内

容

に

入

れ

た

い

で

す

」 

唯

香

「

二

十

五

歳

の

と

き

か

…
…

」 

 

〇

（

回

想

）

マ

ン

シ

ョ

ン

・

寝

室 

 
 

 

ベ

ッ

ド

に

横

た

わ

っ

て

い

る

唯

香

（15
 

）。

 

 
 

 

土

谷

周

人

（15
7

）、

唯

香

に

寄

り

添

う

。 

唯

香

「

行

こ

う

と

思

っ

て

も

、

身

体

が

動

か

な

い

の

。 

も

う

、

私

な

ん

て

…
…

」 

周

人

「

そ

ん

な

こ

と

言

わ

な

い

で

よ

」 

唯

香

「

だ

っ

て

働

け

な

く

て

、

お

金

も

な

く

て

。

も 

う

生

き

て

け

な

い

」 

周

人

「

じ

ゃ

あ

、

結

婚

し

よ

う

」 

唯

香

「

え

？

」 

周

人

「

ず

っ

と

、

う

ち

に

い

て

よ

。

俺

の

そ

ば

に

い 
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て

よ

」 

 

〇

（

戻

っ

て

）

公

園 

歩

未

（1 

）

「

あ

！

 

パ

パ

！

」 

 
 

 

周

人

（1 
5

）、

歩

い

て

く

る

。 

周

人

「

唯

香

ち

ゃ

ん

」 

唯

香

「

久

し

ぶ

り

、

周

人

く

ん

」 
周

人

「

元

気

そ

う

で

よ

か

っ

た

」 
歩

未

（1 

）

「

パ

パ

ー

！

」 

 
 

 
歩

未

（1 

）、

周

人

の

足

に

抱

き

つ

く

。 

 
 

 

周

人

の

陰

か

ら

土

谷

幸

太

郎

（1 

）、

顔

を

覗

か

せ

る

。

 
 

 
 

 

幸

太

郎

「

こ

う

ち

ゃ

ん

の

パ

パ

！

」 

  
 

 
×

 
×

 
×

 

  
 

 

砂

場

で

遊

ぶ

歩

未

（1 

）

と

幸

太

郎

。 

 
 

 

横

の

ベ

ン

チ

に

座

る

唯

香

・

歩

未

（10
 

）

・

周

人

。 

周

人

「

ご

飯

は

？

 

ち

ゃ

ん

と

食

べ

て

る

？

」 

唯

香

「

食

べ

て

る

よ

。

あ

の

後

、

部

署

異

動

さ

せ

て 

も

ら

え

た

ん

だ

」 

周

人

「（

ホ

ッ

と

し

て

）

本

当

？

」 

唯

香

「

忙

し

い

け

ど

、

上

司

も

い

い

人

で

。

楽

し

ん 

で

仕

事

で

き

て

る

」 

周

人

「

そ

っ

か

。

本

当

に

よ

か

っ

た

…
…

」 

 
 

 

周

人

、

歩

未

（10
 

）

を

見

て

、 

周

人

「

あ

、

ご

め

ん

ね

。

分

か

ら

な

い

話

し

ち

ゃ

っ 

て

。

お

仕

事

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

だ

よ

ね

。

僕

は

文

房

具

を

作

る

会

社

で

、

経

理

っ

て

い

っ

て

会

社

の

お

金

を

管

理

す

る

仕

事

を

し

て

ま

す

」 

歩

未

（1 

）

「

パ

パ

は

営

業

、

な

ん

だ

よ

」 

周

人

「

そ

う

な

ん

だ

！

 

僕

も

前

は

営

業

職

だ

っ

た 

よ

」 

唯

香

「

異

動

し

た

の

？

」 

周

人

「

出

張

と

か

多

か

っ

た

か

ら

。

子

ど

も

が

で

き 

て

か

ら

、

異

動

希

望

出

し

た

ん

だ

。

子

ど

も

と

の 

時

間

を

作

り

た

く

て

」 

唯

香

「

そ

っ

か

」 

歩

未

（10
 

）

「

子

ど

も

の

せ

い

で

、

や

り

た

い

こ

と 
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が

で

き

な

く

な

っ

た

っ

て

こ

と

で

す

か

？

」 

周

人

「

う

ー

ん

、

せ

い

で

っ

て

こ

と

は

な

い

か

な

。 

僕

が

決

め

た

こ

と

だ

か

ら

」 

 
 

 

幸

太

郎

、

周

人

に

泥

団

子

を

渡

す

。 

幸

太

郎

「

は

い

」 

周

人

「

あ

り

が

と

う

」 

 
 

 

周

人

、

泥

団

子

を

手

の

平

で

転

が

す

。 
周

人

「

子

ど

も

の

お

か

げ

で

、

自

分

の

時

間

を

考

え 
る

よ

う

に

な

っ

た

ん

だ

。

僕

は

、

仕

事

よ

り

も

家 
族

と

時

間

を

過

ご

し

た

い

」 

 
 

周

人

、

幸

太

郎

に

笑

い

か

け

る

。 

唯

香

「

よ

く

こ

う

や

っ

て

遊

ん

で

る

の

？

」 

周

人

「

う

ん

。

今

は

特

に

。

二

人

目

が

お

腹

に

い

る 

か

ら

」 

唯

香

「

へ

ぇ

」 

周

人

「

唯

香

ち

ゃ

ん

、

結

婚

は

？

」 

唯

香

「

ま

ぁ

今

付

き

合

っ

て

る

人

と

、

す

る

か

も

」 

周

人

「

そ

っ

か

」 

唯

香

「

う

ん

」 

周

人

「

…
…

今

度

は

ち

ゃ

ん

と

、

唯

香

ち

ゃ

ん

の

こ 

と

支

え

ら

れ

る

人

な

ら

よ

か

っ

た

」 

唯

香

「

う

ん

…
…

」 

 

〇

（

回

想

）

マ

ン

シ

ョ

ン

・

寝

室 

周

人

「

じ

ゃ

あ

、

結

婚

し

よ

う

」 

唯

香

「

え

？

」 

周

人

「

ず

っ

と

、

う

ち

に

い

て

よ

。

俺

の

そ

ば

に

い 

て

よ

」 

唯

香

「

…
…

無

理

だ

よ

。

私

今

普

通

の

生

活

だ

っ

て 

で

き

な

い

の

に

」 

周

人

「

だ

か

ら

だ

よ

。

俺

が

唯

香

ち

ゃ

ん

を

支

え

る 

か

ら

。

専

業

主

婦

に

な

れ

ば

い

い

よ

。

そ

れ

で

子 

ど

も

も

作

っ

て

、

俺

の

帰

り

を

待

っ

て

て

よ

。

そ 

し

た

ら

病

気

だ

っ

て

き

っ

と

治

る

よ

」 

唯

香

「

治

ら

な

か

っ

た

ら

？

 

一

生

、

こ

の

ま

ま

だ 

っ

た

ら

？

」 

周

人

「

絶

対

治

る

よ

」 

唯

香

「

絶

対

な

ん

て

な

い

。

周

人

く

ん

だ

っ

て

、

絶 

対

ず

っ

と

私

と

い

て

く

れ

る

保

証

な

ん

て

な

い

じ 

ゃ

ん

！

」 
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周

人

「

俺

は

…
…

」 

 
 

 

周

人

、

ド

ア

に

向

か

う

。 

周

人

「

今

日

は

帰

る

よ

。

ゆ

っ

く

り

休

ん

で

」 

 
 

 

周

人

、

出

て

行

く

。 

唯

香

「

待

っ

ー

ー

（

と

言

い

か

け

て

や

め

る

）」

 

 

〇

（

戻

っ

て

）

公

園

（

夕

） 
歩

未

（

1
0

）

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

」 
周

人

「

い

い

え

。

宿

題

、

頑

張

っ

て

ね

」 

唯

香

「

あ

り

が

と

う

」 

周

人

「

う

ん

。

元

気

で

ね

」 

唯

香

「

う

ん

」 

周

人

「

ほ

ら

幸

太

郎

、

バ

イ

バ

イ

は

？

」 

幸

太

郎

「

バ

イ

バ

イ

」 

唯

香

「

バ

イ

バ

イ

」 

 
 

 

歩

未

（

5

）、

周

人

の

足

に

抱

き

つ

く

。 

唯

香

「

み

ー

ち

ゃ

ん

」 

歩

未

（

5

）

「

ヤ

ダ

！

」 

唯

香

「

み

ー

ち

ゃ

ん

」 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（1 

）

を

抱

き

上

げ

る

。 

周

人

「

遊

ん

で

く

れ

て

あ

り

が

と

う

ね

。

バ

イ

バ

イ

」 

 
 

 

周

人

、

幸

太

郎

と

手

を

繋

い

で

歩

い

て

い

く

。 

唯

香

「

ど

う

し

た

の

、

み

ー

ち

ゃ

ん

」 

 
 

 

歩

未

（1 

）、

唯

香

に

し

が

み

つ

く

。 

 

〇

住

宅

街

（

夕

） 

歩

未

（1 

）

「

み

ー

ち

ゃ

ん

の

パ

パ

、

い

っ

ぱ

い

遊 

ん

で

く

れ

な

い

」 

唯

香

「

そ

う

な

の

？

」 

歩

未

（1 

）

「

お

仕

事

で

遠

く

行

っ

ち

ゃ

う

」 

唯

香

「

そ

っ

ち

の

世

界

線

だ

と

ま

だ

営

業

職

な

ん

だ 

も

ん

ね

。

…
…

マ

マ

は

？

」 

歩

未

（1 

）

「

マ

マ

は

遊

ん

で

く

れ

る

よ

。

で

も

い 

っ

ぱ

い

遊

ぶ

と

疲

れ

ち

ゃ

う

か

ら

い

っ

ぱ

い

遊

べ

な

い

」 

唯

香

「

そ

う

」 

歩

未

（1 

）

「

だ

か

ら

ね

、

夏

休

み

は

お

出

か

け

す 

る

こ

と

に

し

た

ん

だ

」 

唯

香

「

…
…

ご

め

ん

ね

」 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（1 

）

の

手

を

ぎ

ゅ

っ

と

握

る

。 
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歩

未

（10
 

）、

唯

香

を

見

つ

め

る

。 

 

〇

マ

ン

シ

ョ

ン

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

） 

裕

太

「

お

い

し

い

？

」 

 
 

 

笑

顔

で

シ

ュ

ー

ク

リ

ー

ム

を

頬

張

る

歩

未

（1 

）。

 

裕

太

「

よ

か

っ

た

。

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

は

？

」 
歩

未

（10
 

）

「

す

ご

く

お

い

し

い

で

す

！

 

こ

れ

駅 
前

の

ケ

ー

キ

屋

さ

ん

の

で

す

よ

ね

？

」 

裕

太

「

そ

う

そ

う

。

あ

そ

こ

、

ケ

ー

キ

は

微

妙

な

ん 

 

だ

け

ど

、

シ

ュ

ー

ク

リ

ー

ム

は

お

い

し

い

ん

だ

よ 

ね

」 

歩

未

（10
 

）

「

あ

そ

こ

シ

ュ

ー

ク

リ

ー

ム

は

激

マ

ズ 

な

の

に

…
…

。

こ

ん

な

世

界

が

あ

っ

た

な

ん

て

」 

裕

太

「

う

ん

？

」 

唯

香

「

ほ

ら

ほ

ら

も

う

寝

る

時

間

だ

よ

。

食

べ

た

ら 

歯

磨

き

し

て

お

い

で

」 

歩

未

（1 

）

「

は

ー

い

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

歩

未

（1 
）

を

連

れ

て

洗

面

所

へ

向

か

う

。 

裕

太

「

す

っ

か

り

お

母

さ

ん

っ

ぽ

く

な

っ

た

ね

」 

唯

香

「（

苦

笑

い

し

て

）

そ

う

？

」 

裕

太

「

唯

香

も

子

ど

も

ほ

し

く

な

っ

た

？

」 

唯

香

「

う

ー

ん

」 

裕

太

「

俺

は

欲

し

く

な

っ

た

よ

。

よ

り

気

持

ち

が

強 

く

な

っ

た

。

俺

と

唯

香

に

あ

ん

な

か

わ

い

い

子

ど 

も

が

い

た

ら

幸

せ

じ

ゃ

な

い

？

」 

唯

香

「

そ

れ

は

、

思

う

け

ど

」 

裕

太

「

…
…

俺

と

結

婚

し

た

く

な

い

？

」 

唯

香

「

そ

ん

な

こ

と

な

い

！

 

他

の

誰

よ

り

、

裕

太 

が

い

い

よ

」 

裕

太

「（

照

れ

て

）

あ

り

が

と

う

」 

唯

香

「

た

だ

、

タ

イ

ミ

ン

グ

が

」 

裕

太

「

子

ど

も

産

む

な

ら

、

早

め

が

い

い

か

な

と

思 

う

ん

だ

よ

ね

。

唯

香

の

身

体

も

心

配

だ

し

」 

唯

香

「

そ

う

、

だ

ね

」 

 

〇

同

・

寝

室

（

夜

） 

唯

香

「

は

ー

い

寝

る

よ

ー

」 

 
 

 

歩

未

（1 

）

・

歩

未

（10
 

）、

ベ

ッ

ド

に

寝
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転

ぶ

。 

歩

未

（10
 

）

「

な

ん

だ

か

元

気

な

い

み

た

い

」 

唯

香

「

私

？

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

頷

く

。 

唯

香

「

そ

ん

な

こ

と

な

い

よ

。

ほ

ら

！

 

元

気

い

っ 

ぱ

ー

い

！

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

唯

香

を

じ

っ

と

見

つ

め

る

。 
唯

香

「（

微

笑

ん

で

）

子

ど

も

が

そ

ん

な

の

気

に

し 
な

い

の

。

お

や

す

み

」 

歩

未

（1 

）

「

お

や

す

み

な

さ

ー

い

」 

歩

未

（10
 

）

「

お

や

す

み

な

さ

い

」 

 
 

 

唯

香

、

微

笑

ん

で

出

て

行

く

。 

 

〇

会

社

・

会

議

室 

 
 

 

唯

香

・

男

性

社

員

、

入

っ

て

来

る

。 

唯

香

「

失

礼

し

ま

す

」 

久

保

「

お

ぉ

、

来

た

来

た

。

座

っ

て

」 

 
 

 

久

保

、

唯

香

と

男

性

社

員

に

椅

子

を

引

く

。 

 
 

 

向

か

い

に

座

る

久

保

と

真

弓

。 

唯

香

「

お

話

と

い

う

の

は

」 

真

弓

「

実

は

ね

、

社

内

で

新

規

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

立 

ち

上

げ

る

こ

と

に

な

っ

た

ん

だ

け

ど

」 

久

保

「

ヤ

マ

バ

乳

業

さ

ん

と

共

同

企

画

で

す

！

」 

唯

香

「

え

！

」 

男

性

社

員

「

マ

ジ

っ

す

か

！

」 

唯

香

「

数

年

前

か

ら

真

弓

さ

ん

が

温

め

て

た

企

画

で 

す

よ

ね

？

 

実

現

で

き

る

ん

で

す

か

？

」 

真

弓

、

笑

顔

で

頷

く

。 

唯

香

「

す

ご

い

！

」 

久

保

「

二

人

に

チ

ー

ム

に

入

っ

て

も

ら

い

た

い

ん

だ 

け

ど

、

ど

う

？

」 

唯

香

「

は

い

ぜ

ひ

！

 

参

加

さ

せ

て

く

だ

さ

い

」 

男

性

社

員

「

私

も

！

 

参

加

し

ま

す

！

」 

久

保

「

よ

し

よ

し

」 

 
 

 

久

保

、

真

弓

に

ア

イ

コ

ン

タ

ク

ト

を

取

る

。 

 
 

 

真

弓

、

頷

く

。 

 

〇

同

・

廊

下 

男

性

社

員

「

頑

張

り

ま

し

ょ

う

ね

！

」 

唯

香

「

う

ん

」 
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真

弓

「

佐

藤

ち

ゃ

ん

」 

唯

香

「

は

い

」 

真

弓

「

ち

ょ

っ

と

い

い

？

」 

 
 

 

真

弓

、

唯

香

に

手

招

き

す

る

。 

 

〇

同

・

会

議

室 

真

弓

「

私

、

佐

藤

ち

ゃ

ん

と

は

公

私

と

も

に

仲

が

い 

い

と

思

っ

て

る

の

ね

。

ど

う

？

」 
唯

香

「

も

ち

ろ

ん

で

す

。

真

弓

さ

ん

は

異

動

し

て

き 
て

か

ら

ず

っ

と

気

に

か

け

て

く

れ

て

。

私

生

活

も

ず

い

ぶ

ん

真

弓

さ

ん

に

助

け

ら

れ

て

。

上

司

と

い

う

か

、

お

姉

さ

ん

的

な

存

在

で

す

」 

真

弓

「

そ

の

関

係

性

が

あ

る

か

ら

聞

く

ん

だ

け

ど

、 

佐

藤

ち

ゃ

ん

は

結

婚

の

予

定

あ

る

？

」 

唯

香

「

ま

ぁ

、

そ

う

で

す

ね

。

今

の

人

と

、

そ

う

な 

る

か

も

」 

真

弓

「

子

ど

も

は

、

考

え

て

る

？

」 

唯

香

「

い

ず

れ

は

？

」 

真

弓

「

彼

が

子

ど

も

ほ

し

が

っ

て

る

っ

て

言

っ

て

た 

も

ん

ね

。

う

ん

…
…

」 

唯

香

「

あ

の

？

」 

真

弓

「

今

回

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

は

長

期

に

な

る

と

思 

う

の

。

も

し

そ

の

間

に

産

休

と

か

育

休

と

か

な

っ 

た

ら

」 

唯

香

「

私

は

抜

け

な

い

と

い

け

な

い

っ

て

こ

と

で

す 

か

？

」 

真

弓

「

う

う

ん

。

も

ち

ろ

ん

、

佐

藤

ち

ゃ

ん

が

必

要 

だ

か

ら

席

は

ち

ゃ

ん

と

空

け

て

お

く

。

育

休

明

け

だ

っ

て

、

時

短

勤

務

で

も

う

ち

は

対

応

で

き

る

。

で

も

、

あ

な

た

が

望

む

よ

う

な

働

き

方

は

で

き

な

い

か

も

し

れ

な

い

」 

唯

香

「

え

…
…

」 

真

弓

「

私

が

実

際

そ

う

だ

っ

た

ん

だ

け

ど

、

妊

娠

っ 

て

本

当

に

身

体

が

変

わ

る

の

。

産

ま

れ

て

か

ら

も 

い

く

ら

体

力

あ

っ

て

も

足

り

な

い

く

ら

い

で

」 

唯

香

「

…
…

」 

真

弓

「

会

社

と

し

て

も

、

お

母

さ

ん

に

無

理

は

さ

せ 

ら

れ

な

い

か

ら

」 

唯

香

「

私

、

頑

張

れ

ま

す

」 

真

弓

「

頑

張

り

す

ぎ

た

ら

、

前

と

同

じ

よ

う

な

こ

と 
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に

な

る

か

も

し

れ

な

い

で

し

ょ

？

」 

唯

香

「

そ

れ

は

…
…

：

」 

真

弓

「

私

は

、

そ

れ

が

一

番

心

配

な

の

。

佐

藤

ち

ゃ 

ん

は

頑

張

り

す

ぎ

て

一

人

で

抱

え

込

ん

じ

ゃ

う

か 

ら

。

も

う

あ

ん

な

顔

見

た

く

な

い

の

」 

唯

香

「

で

も

」 

真

弓

「

そ

れ

に

ね

、

子

育

て

に

全

て

を

注

げ

な

い

っ 

て

、

寂

し

い

ん

だ

よ

ね

。

う

ち

は

実

家

が

近

い

か 
ら

、

母

の

協

力

が

あ

っ

て

仕

事

に

集

中

で

き

る

け

ど

、

子

育

て

は

…
…

。

お

仕

事

頑

張

っ

て

る

マ

マ

か

っ

こ

い

い

っ

て

言

っ

て

く

れ

る

か

ら

、

救

わ

れ

て

る

け

ど

」 

唯

香

「

私

…
…

」 

真

弓

「

私

と

し

て

は

、

ぜ

ひ

と

も

佐

藤

ち

ゃ

ん

の 

力

を

貸

し

て

ほ

し

い

。

で

も

、

そ

う

い

う

可

能

性 

が

あ

る

っ

て

こ

と

で

、

確

認

し

て

お

き

た

か

っ

た 

の

」 

唯

香

「

私

は

、

ど

う

し

た

ら

い

い

ん

で

し

ょ

う

か

」 

真

弓

「

そ

れ

ば

っ

か

り

は

、

私

は

何

も

言

え

な

い

。 

あ

な

た

の

人

生

だ

か

ら

」 

 
 

真

弓

、

唯

香

の

肩

を

叩

く

。 

真

弓

「

少

し

考

え

て

み

て

。

返

事

待

っ

て

る

か

ら

」 

 
 

 

真

弓

、

出

て

行

く

。 

 
 

 

唯

香

、

た

め

息

を

つ

く

。 

 

〇

同

・

企

画

部

（

夕

） 

男

性

社

員

「

佐

藤

さ

ん

。

決

起

集

会

で

久

保

さ

ん

と 

飲

む

ん

で

す

け

ど

佐

藤

さ

ん

も

ど

う

で

す

か

？

」 

 
 

 

電

話

し

て

い

る

久

保

。 

久

保

「

今

日

晩

ご

飯

い

ら

な

い

や

。

う

ん

。

あ

、

そ 

れ

は

残

し

と

い

て

！

」 

唯

香

「

私

は

ち

ょ

っ

と

、

帰

ら

な

い

と

」 

男

性

社

員

「

了

解

で

す

。

ま

た

」 

唯

香

「

う

ん

。

お

疲

れ

様

で

し

た

」 

 

〇

図

書

館

・

入

口

（

夕

） 

 
 

 

唯

香

、

歩

い

て

く

る

。 

 
 

 

歩

未

（10
 

）

・

歩

未

（1 

）、

気

づ

い

て

手

を

振

る

。 

 
 

 

歩

未

（1 

）、

走

っ

て

唯

香

に

抱

き

つ

く

。 
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歩

未

（1 

）

「

お

か

え

り

な

さ

い

」 

唯

香

「（

微

笑

ん

で

）

た

だ

い

ま

」 

歩

未

（10
 

）

「

お

仕

事

お

疲

れ

様

で

し

た

」 

唯

香

「

あ

り

が

と

う

」 

 

〇

住

宅

街

（

夕

） 

 
 

 

手

を

繋

い

で

歩

く

唯

香

・

歩

未

（1 

）

・

歩

未

（10
 

）。

 
唯

香

「

ね

ぇ

、

み

ー

ち

ゃ

ん

の

マ

マ

は

お

仕

事

し

て 
な

い

ん

だ

よ

ね

」 

歩

未

（1 
）

「

そ

ー

だ

よ

」 

唯

香

「

マ

マ

、

お

う

ち

に

い

て

楽

し

そ

う

？

」 

歩

未

（1 

）

「

マ

マ

い

っ

ぱ

い

お

菓

子

作

っ

て

く

れ 

る

」 

唯

香

「

お

菓

子

？

 
私

に

そ

ん

な

ポ

テ

ン

シ

ャ

ル 

が

？

」 

歩

未

（1 

）

「

幼

稚

園

の

み

ん

な

も

マ

マ

の

お

菓

子 

好

き

だ

よ

」 

唯

香

「

へ

ぇ

。

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

の

マ

マ

は

パ

ー

ト

し

て 

る

ん

だ

っ

け

」 

歩

未

（10
 

）

「

は

い

」 

唯

香

「

忙

し

そ

う

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

ど

う

だ

ろ

う

。

で

も

私

が

学

校

か

ら 

帰

っ

て

く

る

前

に

は

帰

っ

て

来

て

ま

す

」 

唯

香

「

そ

っ

か

」 

 

〇

マ

ン

シ

ョ

ン

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

） 

 
 

 

夜

ご

飯

を

食

べ

て

い

る

唯

香

・

歩

未

（10
 

）。

歩

未

（1 

）。

 

 
 

 

ス

マ

ホ

の

着

信

音

。 

 
 

 

唯

香

、

ス

マ

ホ

を

見

る

と

、

『

お

母

さ

ん

』

か

ら

電

話

が

か

か

っ

て

き

て

い

る

。 

 
 

 

歩

未

（1 

）

・

歩

未

（10
 

）

に

背

中

を

向

け

て

電

話

に

出

る

。 

唯

香

「

も

し

も

し

？

」 

洋

子

（

電

話

）

「

唯

香

？

 

元

気

？

」 

唯

香

「

元

気

だ

よ

。

ど

う

し

た

の

」 

洋

子

（

電

話

）

「

お

盆

は

帰

っ

て

来

な

い

の

か

な

ー 

と

思

っ

て

」 

唯

香

「

い

や

ぁ

…
…

：

」 
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唯

香

、

歩

未

（10
 

）

と

歩

未

（1 

）

を

見

る

。 

洋

子

（

電

話

）

「

帰

っ

て

き

な

さ

い

よ

。

明

日

香

も 

帰

っ

て

来

る

っ

て

言

う

し

」 

唯

香

「

今

回

は

な

ぁ

」 

歩

未

（10
 

）

「（

こ

そ

っ

と

）

あ

の

、

こ

の

世

界

の 

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

に

も

会

っ

て

み

た

い

で

す

」 

歩

未

（1 

）

「

ば

ー

ば

！

」 
唯

香

「

う

ー

ん

…
…

」 

 

〇

電

車

内 

 
 

 

横

並

び

で

座

っ

て

い

る

一

同

。 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

ノ

ー

ト

を

見

て

い

る

。 

唯

香

「

そ

っ

ち

の

世

界

で

も

う

ち

の

実

家

と

関

わ

り 

あ

る

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

は

い

。

マ

マ

パ

パ

が

ど

う

し

て

も

家 

い

な

い

と

き

は

ば

ー

ば

が

泊

ま

り

に

来

て

く

れ

た 

り

」 

歩

未

（1 

）

「

み

ー

ち

ゃ

ん

、

じ

ー

じ

ば

ー

ば

と

住 

ん

で

た

こ

と

あ

る

よ

！

」 

唯

香

「

そ

っ

ち

の

私

も

実

家

が

頼

り

な

ん

だ

な

ぁ

」 

歩

未

（1 

）

「

あ

！

 

鳥

！

」 

 
 

 

歩

未

（1 

）、

窓

の

外

を

眺

め

て

ニ

コ

ニ

コ

し

て

い

る

。 

 

〇

駅

・

ロ

ー

タ

リ

ー 

 
 

 

唯

香

・

歩

未

（10
 

）

・

歩

未

（1 

）、

歩

い

て

く

る

。 

 
 

 

佐

藤

洋

子

（10
 

）、

手

を

振

る

。 

洋

子

「

唯

香

ー

」 

唯

香

「

お

母

さ

ん

」 

洋

子

「

こ

の

子

た

ち

が

上

司

さ

ん

の

子

？

」 

唯

香

「

そ

う

。

夫

婦

揃

っ

て

盲

腸

で

入

院

し

ち

ゃ

っ 

て

。

ど

こ

も

頼

れ

な

い

か

ら

っ

て

」 

 
 

 

洋

子

、

歩

未

（10
 

）

・

歩

未

（1 

）

を

じ

っ

と

見

つ

め

る

。 

唯

香

「

何

？

」 

洋

子

「

び

っ

く

り

し

ち

ゃ

っ

た

。

あ

ま

り

に

も

唯

香 

の

小

さ

い

こ

ろ

に

そ

っ

く

り

だ

か

ら

」 

唯

香

「

そ

、

そ

う

？

」 

歩

未

（1 

）

「

ば

ー

ば

」 
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歩

未

（1 

）、

洋

子

に

抱

き

つ

く

。 

洋

子

「

か

わ

い

い

ー

！

 

孫

が

で

き

た

み

た

い

！

」 

唯

香

「

あ

は

は

…
…

」 

 

〇

一

軒

家

・

玄

関 

洋

子

「

唯

香

帰

っ

て

き

た

よ

ー

」 

歩

未

（1 

）

「

お

し

っ

こ

」 
洋

子

「

ト

イ

レ

ね

、

そ

の

廊

下

を

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）

・

歩

未

（1 

）、

廊

下

を

渡

っ

 
 

 

 
 

 
て

右

に

曲

が

る

。 

洋

子

「

あ

ら

」 

 
 

 

水

田

明

日

香

（1 
 

）

・

水

田

大

地

（1 
 

）、

リ

ビ

ン

グ

か

ら

出

て

来

る

。 

明

日

香

「

お

か

え

り

」 

唯

香

「

た

だ

い

ま

。

（

大

地

に

）

お

久

し

ぶ

り

で

す

」 

大

地

「

久

し

ぶ

り

、

唯

香

ち

ゃ

ん

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）

・

歩

未

（1 

）、

ト

イ

レ

か

ら

戻

っ

て

来

る

。 

明

日

香

「

お

。

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

と

み

ー

ち

ゃ

ん

？

 

こ 

ん

に

ち

は

」 

 
 

 

歩

未

（1 

）、

明

日

香

の

顔

を

じ

っ

と

見

つ

め

て

、 

歩

未

（1 

）

「（

何

か

言

う

が

聞

き

取

れ

ず

）

マ

マ

」 

明

日

香

「

う

ん

？

 

マ

マ

に

似

て

る

？

」 

大

地

「

お

菓

子

あ

る

よ

。

お

い

で

」 

 
 

 

明

日

香

・

大

地

、

歩

未

（10
 

）

・

歩

未

（1 
）

を

リ

ビ

ン

グ

に

連

れ

て

行

く

。 

 

〇

同

・

リ

ビ

ン

グ 

洋

子

「

裕

太

く

ん

は

連

れ

て

こ

な

か

っ

た

の

？

」 

唯

香

「

う

ん

。

ち

ょ

っ

と

」 

 
 

 

佐

藤

孝

義

（10
 

）、

入

っ

て

来

る

。 

洋

子

「

あ

、

お

父

さ

ん

。

ほ

ら

唯

香

。

あ

と

あ

ゆ

ち 

ゃ

ん

と

み

ー

ち

ゃ

ん

」 

孝

義

「

う

ん

？

」 

 
 

 

孝

義

、

歩

未

（10
 

）

・

歩

未

（1 

）

の

顔

を 

じ

っ

と

見

つ

め

る

。 

唯

香

「

上

司

の

子

！

」 

孝

義

「

…
…

そ

う

か

」 

歩

未

（1 

）

「

じ

ー

じ

！

」 
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洋

子

「

そ

。

じ

ー

じ

っ

て

呼

ん

で

あ

げ

て

」 

孝

義

「

う

ん

」 

 
 

 

孝

義

、

ソ

フ

ァ

に

も

た

れ

か

か

る

。 

明

日

香

「

ジ

ュ

ー

ス

飲

む

？

」 

歩

未

（1 

）

「

飲

む

ー

！

」 

洋

子

「

は

ぁ

い

。

じ

ゃ

あ

用

意

し

よ

う

ね

」 

 
〇

同

・

玄

関

（

夕

） 
女

「

ス

イ

カ

持

っ

て

き

た

よ

ー

」 

洋

子

「

あ

ぁ

！

 

あ

り

が

と

う

ー

」 

子

ど

も

「

こ

ん

に

ち

は

ー

」 

洋

子

「

あ

れ

ま

ー

く

ん

！

 

大

き

く

な

っ

た

ね

ぇ

」 

 

〇

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

夕

） 

 
 

 

談

笑

し

て

い

る

親

戚

一

同

。 

 
 

 

ソ

フ

ァ

で

う

た

た

ね

し

て

い

る

孝

義

。 

 

〇

同

・

台

所

（

夕

） 

明

日

香

「

お

父

さ

ん

な

ん

か

ま

す

ま

す

、

ぼ

ー

っ

と 

し

て

な

い

？

 

大

丈

夫

？

」 

洋

子

「

延

長

雇

用

も

終

わ

っ

て

暇

な

の

よ

」 

明

日

香

「

別

に

仕

事

に

生

き

て

来

た

人

で

も

な

い

の 

に

」 

洋

子

「

ま

ぁ

ね

ー

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

入

っ

て

来

る

。 

歩

未

（10
 

）

「

コ

ッ

プ

無

い

っ

て

」 

洋

子

「

コ

ッ

プ

ね

。

そ

っ

ち

の

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

食

器

棚

か

ら

コ

ッ

プ

を

持

っ

 
 

 

 
 

 

て

行

く

。 

洋

子

「

な

ん

だ

か

初

め

て

う

ち

に

来

た

気

が

し

な

い 

ね

」 

唯

香

「

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

ち

っ

て

だ

い

た

い

ど

こ

も

同 

じ

構

造

な

ん

じ

ゃ

な

い

か

な

」 

明

日

香

「

そ

ん

な

こ

と

あ

る

？

」 

 
 

 

女

、

入

っ

て

来

る

。 

女

「

明

日

香

ち

ゃ

ん

も

唯

香

ち

ゃ

ん

も

久

し

ぶ

り

ね 

ー

」 

明

日

香

「

ご

無

沙

汰

し

て

ま

す

」 

女

「

あ

の

子

た

ち

、

唯

香

ち

ゃ

ん

の

上

司

の

子

ど

も 

な

ん

だ

っ

て

？

」 
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唯

香

「

は

い

」 

女

「

見

な

い

間

に

唯

香

ち

ゃ

ん

子

ど

も

が

で

き

た

の 

か

と

思

っ

ち

ゃ

っ

た

！

 

初

孫

お

め

で

と

う

！

 
 

な

ん

ち

ゃ

っ

て

！

」 

洋

子

「

あ

は

は

」 

女

「

そ

の

前

に

結

婚

か

！

」 

唯

香

「（

苦

笑

い

で

）

あ

は

は

」 
女

「

明

日

香

ち

ゃ

ん

の

と

こ

は

？

 

結

婚

し

て

何

年 
か

経

つ

で

し

ょ

。

子

ど

も

は

？

」 

明

日

香

「

ま

ぁ

そ

の

う

ち

？

」 

女

「

子

ど

も

い

た

方

が

仕

事

に

張

り

合

い

が

で

き

る 

で

し

ょ

。

ね

！

」 

 
 

 

女

、

そ

う

め

ん

を

茹

で

て

い

た

大

地

の

背

中

を

叩

く

。 

大

地

「（

笑

っ

て

）

そ

う

で

す

ね

」 

 

〇

同

・

和

室

（

夜

） 

 
 

 

仏

壇

に

手

を

合

わ

せ

る

女

と

子

ど

も

。 

女

「

お

墓

参

り

は

十

時

だ

っ

け

」 

洋

子

「

そ

う

。

そ

れ

で

早

め

に

お

昼

行

け

た

ら

い

い 

か

な

っ

て

」 

女

「

そ

う

だ

ね

。

じ

ゃ

あ

、

ま

た

。

お

や

す

み

」 

明

日

香

「

は

い

、

ま

た

」 

 
 

 

大

地

、

会

釈

す

る

。 

唯

香

「

お

や

す

み

な

さ

い

」 

歩

未

（1 

）、

手

を

振

る

。 

 
 

 

女

・

子

ど

も

、

玄

関

に

向

か

う

。 

洋

子

「

そ

う

だ

、

ま

ー

く

ん

お

菓

子

持

っ

て

っ

て

」 

 
 

 

洋

子

、

出

て

行

く

。 

明

日

香

「

じ

ゃ

あ

私

た

ち

も

ホ

テ

ル

戻

る

わ

。

ま

た 

明

日

」 

唯

香

「

う

ん

」 

大

地

「

お

や

す

み

な

さ

い

。

み

ー

ち

ゃ

ん

、

お

や

す 

み

」 

歩

未

（1 

）

「

お

や

す

み

ー

」 

明

日

香

「（

笑

っ

て

）

お

や

す

み

ー

」 

 
 

 

明

日

香

・

大

地

、

出

て

行

く

。 

 
 

 

唯

香

、

仏

壇

の

前

に

座

る

。 

 
 

 

歩

未

（1 

）、

唯

香

の

膝

の

上

に

座

る

。 

 
 

 

仏

壇

に

は

何

人

か

の

写

真

が

飾

ら

れ

て

い

る

。 
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歩

未

（1 

）

「

知

っ

て

る

人

い

る

？

」 

唯

香

「

う

ー

ん

。

お

じ

い

ち

ゃ

ん

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

く 

ら

い

は

。

ひ

い

と

か

に

な

る

と

会

っ

た

こ

と

な

い 

な

」 

 
 

 

洋

子

、

入

っ

て

来

る

。 

洋

子

「

あ

ら

。

み

ー

ち

ゃ

ん

偉

い

ね

」 

 
 

 

洋

子

、

唯

香

の

隣

に

座

る

。 
歩

未

（1 

）

「（

写

真

を

指

さ

し

て

）

知

っ

て

る

人 
い

る

？

」 

洋

子

「

う

ん

。

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

で

し

ょ

、

お

じ

い

ち 

ゃ

ん

で

し

ょ

。

ひ

い

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

、

ひ

い

お

じ

い

ち

ゃ

ん

！

」 

歩

未

（1 

）

「

他

の

人

は

？

」 

洋

子

「

会

っ

た

こ

と

は

な

い

け

ど

、

み

ん

な

知

っ

て 

る

人

だ

よ

」 

 
 

 

洋

子

、

歩

未

（1 
）

の

頭

を

撫

で

る

。 

洋

子

「

こ

の

人

た

ち

が

い

な

か

っ

た

ら

、

ば

ー

ば

も 

い

な

か

っ

た

か

も

し

れ

な

い

し

、

み

ー

ん

な

ば

ー 

ば

の

人

生

の

登

場

人

物

」 

 
 

 

洋

子

、

歩

未

（1 

）

の

頬

を

つ

つ

い

て

、 

洋

子

「

み

ー

ち

ゃ

ん

も

ね

。

お

風

呂

入

る

？

」 

歩

未

（1 

）

「

入

る

ー

」 

 
 

 

洋

子

、

歩

未

（1 

）

の

手

を

引

き

出

て

行

く

。 

 
 

 

唯

香

、

仏

壇

の

写

真

を

眺

め

る

。 

 

〇

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

） 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

ノ

ー

ト

に

書

き

込

ん

で

い

る

。 

 
 

 

唯

香

、

入

っ

て

来

る

。 

唯

香

「

研

究

は

進

ん

で

る

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

は

い

」 

唯

香

「

見

て

も

い

い

？

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

ペ

ー

ジ

を

め

く

り

唯

香

に

見

せ

る

。 

 
 

 

ノ

ー

ト

に

は

図

や

文

字

が

た

く

さ

ん

書

き

込

ま

れ

て

い

る

。 

唯

香

「

す

ご

い

ね

。

（

ノ

ー

ト

を

読

ん

で

）

う

ん

、 

確

か

に

」 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（10
 

）

に

微

笑

み

か

け

る

。 

唯

香

「

不

思

議

だ

ね

。

生

き

て

る

と

い

ろ

ん

な

選

択 

 

肢

が

あ

っ

て

、

ち

ょ

っ

と

の

違

い

で

ま

る

っ

き

り 
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人

生

が

変

わ

っ

ち

ゃ

う

ん

だ

か

ら

。

あ

ゆ

ち

ゃ

ん 

に

な

っ

た

り

、

み

ー

ち

ゃ

ん

に

な

っ

た

り

」 

 
 

 

唯

香

、

ノ

ー

ト

を

見

て

、 

唯

香

「

私

と

結

婚

す

る

か

し

な

い

か

で

も

、

結

構

変 

わ

っ

ち

ゃ

う

ん

だ

ね

」 

歩

未

（10
 

）

「

元

彼

の

人

た

ち

と

結

婚

し

た

か

っ

た 

で

す

か

？

」 
唯

香

「

ま

さ

か

！

 

あ

、

ご

め

ん

。

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

の 
パ

パ

も

い

る

の

に

」 

歩

未

（10
 

）

「

な

ん

で

こ

の

世

界

で

は

結

婚

し

な

か 

っ

た

ん

で

す

か

？

」 

唯

香

「

何

で

…
…

。

何

で

だ

ろ

う

…
…

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

唯

香

を

じ

っ

と

見

つ

め

る

。 

唯

香

「

良

平

の

時

は

、

お

互

い

学

生

で

結

婚

な

ん

て 

考

え

ら

れ

な

く

て

」 

歩

未

（10
 

）

「

無

責

任

だ

し

？

」 

唯

香

「

ま

、

ま

ぁ

。

責

任

と

か

取

れ

る

と

思

え

な

か 

っ

た

し

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

ノ

ー

ト

を

見

て

、 

歩

未

（10
 

）

「

二

十

五

歳

で

結

婚

す

る

か

も

し

れ

な 

か

っ

た

周

人

さ

ん

は

？

」 

唯

香

「

周

人

く

ん

は

…
…

。

私

が

、

彼

を

信

じ

ら

れ 

る

ほ

ど

強

く

は

な

く

て

、

彼

に

頼

り

切

る

ほ

ど

弱

く

は

な

か

っ

た

か

ら

。

結

婚

は

考

え

ら

れ

な

か

っ

た

か

な

」 

歩

未

（10
 

）

「

こ

の

世

界

で

は

、

裕

太

さ

ん

と

結

婚 

す

る

ん

で

す

か

？

」 

唯

香

「

…
…

た

ぶ

ん

」 

 
 

 

孝

義

、

入

っ

て

来

る

。 

唯

香

「

あ

、

お

父

さ

ん

」 

孝

義

「

う

ん

」 

 
 

 

孝

義

、

ソ

フ

ァ

に

も

た

れ

か

か

る

。 

 
 

 

し

ば

ら

く

し

て

う

た

た

寝

を

始

め

る

。 

 
 

 

そ

の

姿

を

見

て

笑

う

唯

香

と

歩

未

（10
 

）。

 

唯

香

「（

笑

っ

て

）

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

の

世

界

の

じ

ー

じ 

も

、

こ

ん

な

ん

で

し

ょ

？

」 

 
 

 

お

風

呂

上

り

の

洋

子

・

歩

未

（1 

）、

入

っ

て

来

る

。 

洋

子

「

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

お

勉

強

？

 

偉

い

ね

ー

」 

 
 

 

洋

子

、

孝

義

を

見

て

、 
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洋

子

「

じ

ー

じ

ね

、

昔

大

学

の

先

生

し

て

た

ん

だ

よ

。 

ね

！

」 

孝

義

「（

目

覚

め

て

）

う

ん

？

 

う

ん

」 

唯

香

「

そ

う

だ

っ

た

ん

だ

っ

け

」 

洋

子

「

明

日

香

と

唯

香

が

小

さ

い

時

に

サ

ラ

リ

ー

マ 

ン

に

転

職

し

た

か

ら

ね

。

覚

え

て

な

い

で

し

ょ

」 

唯

香

「

う

ん

。

覚

え

て

な

い

」 
洋

子

「

だ

か

ら

よ

か

っ

た

ら

じ

ー

じ

に

勉

強

見

て

も 
ら

っ

て

ね

」 

孝

義

「

う

ん

」 

 
 

 

孝

義

、

目

を

閉

じ

る

。 

洋

子

「

お

父

さ

ん

、

こ

ん

な

と

こ

で

寝

な

い

で

！

 
 

も

う

！

」 

 

〇

霊

園 

洋

子

「

あ

っ

つ

い

ね

ー

」 

女

「

春

日

屋

予

約

し

て

く

れ

た

ん

だ

っ

け

」 

子

ど

も

「

お

腹

空

い

た

ー

」 

男

「

こ

っ

ち

の

車

乗

る

人

ー

？

」 

 
 

 

移

動

す

る

親

戚

一

同

。 

 
 

 

歩

未

（1 

）、

明

日

香

に

近

寄

り

、

手

を

握

る

。 

明

日

香

「

う

ん

？

」 

 
 

 

ニ

コ

ニ

コ

し

て

い

る

歩

未

（1 

）。

 

 
 

 

明

日

香

、

歩

未

（1 

）

を

見

て

微

笑

む

。 

明

日

香

「

大

ち

ゃ

ん

、

そ

っ

ち

繋

い

で

」 

 
 

 

大

地

、

歩

未

（1 

）

の

も

う

片

方

の

手

を

繋

ぐ

。 

明

日

香

「

そ

れ

ー

！

」 

 
 

 

明

日

香

・

大

地

、

手

を

繋

い

だ

ま

ま

歩

未

（1 

）

を

持

ち

上

げ

る

。 

 
 

 

キ

ャ

ッ

キ

ャ

笑

う

歩

未

（1 

）。

 

歩

未

（1 

）

「

も

う

一

回

！

」 

明

日

香

「

も

う

一

回

？

」 

大

地

「

そ

れ

ー

」 

 
 

 

楽

し

そ

う

な

歩

未

（1 

）

た

ち

を

見

て

微

笑

む

唯

香

。 

 

〇

料

亭

・

個

室 

 
 

 

食

事

し

て

い

る

親

戚

一

同

。 
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女

「

唯

香

ち

ゃ

ん

は

結

婚

し

な

い

の

？

 

彼

氏

い

る 

ん

で

し

ょ

う

？

」 

唯

香

「

ま

ぁ

い

ま

す

け

ど

」 

女

「

会

っ

た

ん

だ

っ

け

？

」 

洋

子

「

前

ね

、

一

緒

に

帰

っ

て

来

た

ん

だ

よ

ね

。

感 

じ

の

い

い

人

だ

っ

た

よ

ー

。

ね

ぇ

、

お

父

さ

ん

」 

 
 

 

孝

義

、

も

く

も

く

と

天

丼

を

食

べ

て

い

る

。 
男

「

唯

香

も

も

う

三

十

だ

っ

け

。

子

ど

も

産

む

な

ら 
早

め

が

い

い

ぞ

」 

若

い

女

「

お

父

さ

ん

、

そ

れ

セ

ク

ハ

ラ

だ

よ

」 

男

「

年

長

者

と

し

て

の

ア

ド

バ

イ

ス

だ

よ

」 

若

い

女

「

今

は

女

の

人

も

働

く

時

代

だ

よ

。

古

い

考 

え

辞

め

て

も

ら

え

る

？

」 

唯

香

「

そ

う

。

今

は

や

っ

と

仕

事

が

楽

し

く

な

っ

て 

き

て

」 

女

「

今

の

若

い

人

は

結

婚

出

産

以

外

に

楽

し

い

こ

と 

 

が

た

く

さ

ん

あ

る

か

ら

ね

ー

。

明

日

香

ち

ゃ

ん

の 

と

こ

も

そ

う

で

し

ょ

？

」 

明

日

香

「

ま

ぁ

」 

女

「

明

日

香

ち

ゃ

ん

の

投

稿

見

た

よ

。

神

社

巡

り

し 

て

る

ん

だ

っ

て

？

 

い

い

ね

ぇ

、

楽

し

そ

う

で

」 

大

地

「

あ

、

は

い

。

ち

ょ

っ

と

行

っ

て

て

」 

女

「

子

ど

も

出

来

た

ら

そ

う

も

い

か

な

い

か

ら

ね

。 

今

の

う

ち

に

自

由

を

楽

し

ん

で

お

き

な

」 

大

地

「

そ

う

、

で

す

ね

」 

女

「

唯

香

ち

ゃ

ん

も

。

今

の

う

ち

よ

、

仕

事

に

集

中 

で

き

る

の

は

」 

 
 

 

唯

香

、

箸

を

置

く

。 

唯

香

「

そ

ん

な

の

…
…

」 

女

「

う

ん

？

」 

洋

子

「

唯

香

？

」 

明

日

香

「

あ

、

お

じ

さ

ん

。

ま

た

ビ

ー

ル

で

い

い

で 

す

か

？

」 

男

「

う

ん

。

お

願

い

」 

明

日

香

「

他

飲

み

物

お

か

わ

り

す

る

人

ー

？

」 

子

ど

も

「

コ

ー

ラ

！

」 

歩

未

（1 

）

「

オ

レ

ン

ジ

ー

！

」 

 
 

 

唯

香

、

う

つ

む

い

て

刺

身

を

食

べ

る

。 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

唯

香

を

見

つ

め

る

。 
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〇

一

軒

家

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

） 

 
 

 

テ

レ

ビ

ゲ

ー

ム

を

し

て

い

る

大

地

・

歩

未

（10
 

）

・

歩

未

（1 

）。

 

 
 

 

コ

ン

ト

ロ

ー

ラ

ー

を

握

っ

て

い

る

大

地

・

歩

未

（10
 

）。

 

 
 

 

大

地

の

膝

の

上

に

座

っ

て

い

る

歩

未

（1 

）。 

大

地

「

そ

う

そ

う

！

」 
歩

未

（10
 

）

「

う

わ

ー

！

」 
歩

未

（1 

）

「

み

ー

ち

ゃ

ん

も

や

り

た

い

！

」 

 
 

 
孝

義

、

ソ

フ

ァ

か

ら

三

人

の

様

子

を

眺

め

て

い

る

。 

 

〇

同

・

台

所

（

夜

） 

洋

子

「

じ

ゃ

ー

ん

！

」 

 
 

 

洋

子

、

キ

ャ

ニ

ス

タ

ー

を

掲

げ

る

。 

 
 

 

中

に

は

レ

モ

ン

シ

ロ

ッ

プ

が

入

っ

て

い

る

。 

唯

香

「

あ

」 

洋

子

「

ま

た

も

ら

っ

ち

ゃ

っ

た

ー

。

山

田

さ

ん

ち

か 

ら

。

自

家

製

レ

モ

ン

シ

ロ

ッ

プ

」 

明

日

香

「

や

っ

た

ー

」 

洋

子

「

女

子

三

人

で

飲

ん

じ

ゃ

お

」 

 
 

 

洋

子

、

三

つ

の

コ

ッ

プ

に

レ

モ

ン

シ

ロ

ッ

プ

を

注

ぐ

。 

明

日

香

「

お

い

し

い

ん

だ

よ

ね

ー

。

山

田

さ

ん

ち

の 

シ

ロ

ッ

プ

」 

唯

香

「

そ

う

そ

う

。

サ

ワ

ー

に

す

る

と

最

高

な

ん

だ 

よ

ね

。

夏

の

風

物

詩

だ

ね

」 

洋

子

「

お

母

さ

ん

も

、

毎

年

こ

れ

が

楽

し

み

に

な

っ 

ち

ゃ

っ

て

」 

 
 

 

洋

子

、

三

つ

の

コ

ッ

プ

に

炭

酸

水

を

注

ぐ

。 

洋

子

「

明

日

香

は

？

 

こ

れ

で

い

い

？

」 

明

日

香

「

う

ん

」 

 
 

 

洋

子

、

明

日

香

に

コ

ッ

プ

を

渡

す

。 

 
 

 

明

日

香

、

コ

ッ

プ

を

受

け

取

っ

て

、 

明

日

香

「

あ

り

が

と

う

」 

唯

香

「

飲

ま

な

い

の

？

 

大

地

さ

ん

運

転

す

る

ん

で 

し

ょ

？

」 

明

日

香

「

う

ん

」 

 
 

 

洋

子

、

残

り

の

二

つ

の

コ

ッ

プ

に

焼

酎

を

入

れ

、

唯

香

に

渡

す

。 
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洋

子

「

は

い

、

カ

ン

パ

ー

イ

」 

 
 

 

コ

ッ

プ

を

合

わ

せ

る

洋

子

・

明

日

香

・

唯

香

。 

洋

子

「

う

ん

、

お

い

し

い

」 

明

日

香

「

お

い

し

い

ね

」 

洋

子

「

前

裕

太

く

ん

が

う

ち

に

来

た

時

も

飲

ま

せ

た 

っ

け

」 

唯

香

「

ど

う

だ

っ

け

」 
明

日

香

「

飲

ま

せ

て

た

よ

。

お

母

さ

ん

、

自

分

で

作 

 
っ

て

な

い

の

に

、

得

意

げ

に

」 

唯

香

「

そ

う

だ

っ

た

、

そ

う

だ

っ

た

」 

洋

子

「

そ

う

だ

っ

け

？

」 

明

日

香

「

唯

香

」 

唯

香

「

う

ん

？

」 

明

日

香

「

裕

太

さ

ん

と

は

結

婚

す

る

の

？

」 

唯

香

「

ま

ぁ

、

ち

ょ

っ

と

話

は

出

て

る

け

ど

」 

洋

子

「

そ

う

な

の

？

 
あ

ら

ぁ

、

お

め

で

た

い

ね

」 

唯

香

「

ま

だ

決

ま

っ

た

わ

け

じ

ゃ

な

い

か

ら

」 

洋

子

「

ど

う

し

て

？

 

裕

太

さ

ん

す

っ

ご

く

い

い

人 

だ

と

思

っ

た

。

明

日

香

も

、

ね

？

」 

明

日

香

「

う

ん

。

何

か

引

っ

か

か

っ

て

る

の

？

」 

唯

香

「

…
…

裕

太

、

子

ど

も

ほ

し

い

ん

だ

っ

て

」 

洋

子

「

そ

う

…
…

。

ま

ぁ

ね

、

子

ど

も

好

き

だ

っ

て 

言

っ

て

た

も

ん

ね

」 

明

日

香

「

唯

香

だ

っ

て

、

ほ

し

く

な

い

っ

て

わ

け

じ 

ゃ

な

い

ん

で

し

ょ

？

」 

唯

香

「

い

つ

か

は

、

ほ

し

い

け

ど

。

私

は

、

ず

っ

と 

今

と

同

じ

く

ら

い

の

ペ

ー

ス

で

仕

事

を

続

け

た

い

。

で

も

現

実

的

に

厳

し

い

の

は

分

か

っ

て

る

」 

洋

子

「

そ

う

ね

、

子

ど

も

が

で

き

た

ら

ど

う

し

て

も 

ね

」 

唯

香

「

そ

れ

に

、

も

し

ま

た

精

神

的

に

不

安

定

に

な 

っ

ち

ゃ

っ

た

ら

…
…

」 

洋

子

「

唯

香

、

あ

の

頃

と

比

べ

た

ら

本

当

に

よ

く

な 

っ

た

よ

。

顔

色

も

い

い

し

、

笑

顔

も

見

れ

て

」 

唯

香

「

で

も

、

も

し

ま

た

な

っ

た

ら

？

 

あ

ん

な

状 

態

で

子

育

て

で

き

る

と

は

思

え

な

い

」 

洋

子

「

唯

香

は

ち

ょ

っ

と

完

璧

主

義

だ

か

ら

ね

。

大 

丈

夫

。

な

ん

と

か

な

る

も

の

よ

」 

唯

香

「

な

ん

と

か

し

な

い

と

い

け

な

い

ん

じ

ゃ

ん

！

」 

 
 

 

黙

っ

て

聞

い

て

い

る

明

日

香

。 
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唯

香

「

な

ん

と

か

し

な

い

と

い

け

な

い

と

き

に

、

な 

ん

と

も

で

き

な

い

と

き

は

？

 

そ

し

た

ら

、

子

ど 

も

が

か

わ

い

そ

う

」 

洋

子

「

で

も

」 

唯

香

「

私

は

ち

ゃ

ん

と

、

準

備

が

整

っ

た

タ

イ

ミ

ン 

グ

で

産

み

た

い

の

」 

明

日

香

「

…
…

そ

ん

な

タ

イ

ミ

ン

グ

よ

く

子

ど

も

な 

ん

て

で

き

な

い

か

ら

」 
洋

子

「

ま

、

ま

ぁ

ね

。

授

か

り

も

の

っ

て

言

う

し 
ね

！

」 

明

日

香

「

唯

香

は

さ

ぁ

、

考

え

が

甘

い

ん

だ

よ

」 

唯

香

「

私

別

に

、

ち

ゃ

ん

と

考

え

て

る

よ

！

 

考

え 

て

る

か

ら

こ

ん

な

悩

ん

で

る

ん

じ

ゃ

ん

！

」 

洋

子

「

ね

、

唯

香

も

ね

。

考

え

て

る

よ

ね

。

で

も

考 

え

す

ぎ

も

よ

く

な

い

か

ら

。

ほ

ら

、

ま

た

気

持

ち 

が

落

ち

込

ん

じ

ゃ

っ

た

り

す

る

か

ら

」 

明

日

香

「

仕

事

も

し

た

い

し

、

子

ど

も

も

ほ

し

い

。 

な

ん

か

わ

が

ま

ま

じ

ゃ

な

い

？

」 

唯

香

「

わ

が

ま

ま

な

ん

て

言

わ

れ

た

く

な

い

！

」 

明

日

香

「

ど

っ

ち

も

選

べ

る

と

思

っ

て

る

の

も

、

傲 

慢

な

ん

だ

よ

！

」 

洋

子

「

明

日

香

」 

明

日

香

「

…
…

帰

る

」 

 
 

 

明

日

香

、

出

て

行

く

。 

唯

香

「

何

で

そ

ん

な

言

わ

れ

な

き

ゃ

…
…

」 

 
 

 

唯

香

、

サ

ワ

ー

を

一

気

に

飲

み

干

す

。 

歩

未

（1 

）

の

声

「

も

う

終

わ

り

―

？

」 

大

地

の

声

「

ま

た

明

日

ね

。

す

み

ま

せ

ん

、

失

礼

し 

ま

す

ー

」 

洋

子

「（

玄

関

に

向

か

っ

て

）

は

ー

い

！

」 

 
 

 

唯

香

、

ぶ

つ

ぶ

つ

言

い

な

が

ら

コ

ッ

プ

に

入

っ

た

氷

を

弄

ぶ

。 

洋

子

「

…
…

明

日

香

ね

、

赤

ち

ゃ

ん

が

で

き

な

い

こ 

と

悩

ん

で

る

み

た

い

」 

唯

香

「

え

？

」 

洋

子

「

大

地

く

ん

と

結

婚

し

た

と

き

、

す

ぐ

に

赤

ち 

ゃ

ん

ほ

し

い

っ

て

言

っ

て

た

で

し

ょ

う

。

で

も

な 

か

な

か

ね

、

難

し

い

の

か

な

」 

唯

香

「

不

妊

治

療

と

か

、

し

て

る

の

？

」 

洋

子

「

ど

う

か

な

。

お

母

さ

ん

に

も

言

わ

な

い

か

ら

。 
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で

も

、

な

ん

と

な

く

分

か

る

ん

だ

よ

ね

」 

唯

香

「

私

、

そ

ん

な

の

知

ら

な

か

っ

た

…
…

」 

 
 

 

洋

子

、

唯

香

の

肩

を

叩

く

。 

洋

子

「

唯

香

も

そ

ん

な

に

思

い

つ

め

な

い

で

ね

。

人 

生

は

ど

う

な

る

か

分

か

ん

な

い

ん

だ

か

ら

」 

 
 

 

洋

子

、

出

て

行

く

。 

 
 

 

唯

香

、

た

め

息

を

つ

く

。 

 
〇

同

・

子

ど

も

部

屋

（

夜

） 

 
 

 
唯

香

、

壁

に

貼

ら

れ

た

絵

を

眺

め

る

。 

 
 

 

『

題

名

か

ぞ

く

』

と

貼

ら

れ

て

い

る

子

ど

も

が

描

い

た

よ

う

な

絵

。 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

開

い

て

い

た

ド

ア

を

ノ

ッ

ク

す

る

。 

唯

香

「

ど

う

ぞ

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

入

っ

て

来

る

。 

唯

香

「

私

と

お

姉

ち

ゃ

ん

の

部

屋

だ

っ

た

ん

だ

。

入 

っ

た

こ

と

あ

る

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

あ

り

ま

す

。

で

も

置

い

て

あ

る

ノ

ー 

ト

と

か

は

見

ち

ゃ

ダ

メ

っ

て

」 

唯

香

「

ま

ぁ

娘

に

見

ら

れ

る

の

は

気

恥

ず

か

し

い

か

」 

 
 

 

唯

香

、

ニ

コ

ッ

と

笑

っ

て

歩

未

（10
 

）

を

手

招

き

す

る

。 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

唯

香

に

近

寄

る

。 

唯

香

「

ま

ぁ

私

も

恥

ず

か

し

く

な

い

わ

け

じ

ゃ

な

い 

け

ど

」 

 
 

 

唯

香

、

本

棚

か

ら

ノ

ー

ト

を

取

り

出

し

て

歩

未

（10
 

）

に

見

せ

る

。 

唯

香

「

子

ど

も

の

と

き

の

ポ

エ

ム

ノ

ー

ト

」 

歩

未

（10
 

）

「

ポ

エ

ム

？

」 

唯

香

「

そ

。

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

の

と

こ

の

私

も

書

い

て

た 

か

な

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

楽

し

そ

う

に

ペ

ー

ジ

を

め

く

る

。 

唯

香

「

…
…

ね

ぇ

、

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

の

世

界

の

私

っ

て 

幸

せ

そ

う

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

え

？

 
…

…

マ

マ

は

」 

唯

香

「

―
―

ま

ぁ

幸

せ

か

！

 

こ

ん

な

に

か

わ

い

い 

娘

が

い

る

ん

だ

も

ん

」 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（10
 

）

の

頭

を

撫

で

る

。 
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唯

香

「

も

っ

と

見

る

？

 

秘

密

の

ノ

ー

ト

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

笑

顔

で

頷

く

。 

唯

香

「

よ

し

よ

し

」 

 
 

 

唯

香

、

本

棚

を

漁

る

。 

 
 

 

一

冊

の

ノ

ー

ト

に

気

づ

き

、

手

に

取

る

。 

 
 

 

表

紙

に

は

『

シ

ュ

ガ

ー

シ

ス

タ

ー

ズ

の

未

来

日

記

』

と

書

か

れ

、

シ

ー

ル

が

ベ

タ

ベ

タ

に

貼

ら

れ

て

い

る

。 
唯

香

「

こ

れ

…
…

」 

 

〇

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

セ

ン

タ

ー

・

ゲ

ー

ム

コ

ー

ナ

ー 

 
 

 

ク

レ

ー

ン

ゲ

ー

ム

で

遊

ん

で

い

る

歩

未

（1 

）

・

歩

未

（10
 

）

と

親

戚

の

子

ど

も

た

ち

。 

 
 

 

親

子

連

れ

で

賑

わ

っ

て

い

る

。 

唯

香

「

こ

こ

ら

へ

ん

は

本

当

に

変

わ

ら

な

い

ね

。 

遊

ぶ

と

こ

、

こ

こ

く

ら

い

し

か

な

い

ま

ま

」 

洋

子

「

子

ど

も

た

ち

は

ず

っ

と

飽

き

な

い

み

た

い

だ 

か

ら

、

使

い

や

す

い

の

よ

」 

 
 

 

明

日

香

・

大

地

、

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

持

っ

て

来

る

。 

大

地

「

お

母

さ

ん

、

お

茶

で

よ

か

っ

た

で

す

か

」 

 
 

 

大

地

、

洋

子

に

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

差

し

出

す

。 

洋

子

「

あ

り

が

と

う

」 

明

日

香

「

飲

む

？

」 

 
 

 

明

日

香

、

唯

香

に

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

差

し

出

す

。 

唯

香

「

あ

り

が

と

う

」 

 
 

 

唯

香

、

明

日

香

に

目

線

は

合

わ

せ

ず

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

受

け

取

る

。 

孝

義

、

ク

レ

ー

ン

ゲ

ー

ム

で

大

き

な

ぬ

い

ぐ

る

み

を

取

る

。 

子

ど

も

「

す

っ

げ

ー

！

」 

孝

義

「

支

点

、

力

点

、

作

用

点

を

見

極

め

れ

ば

簡

単

、 

簡

単

」 

洋

子

「

お

父

さ

ん

っ

た

ら

は

し

ゃ

い

じ

ゃ

っ

て

」 

唯

香

「

ほ

ん

と

」 

洋

子

「

あ

な

た

た

ち

が

小

さ

い

時

も

よ

く

一

緒

に

ゲ 

ー

ム

し

て

た

ね

」 

明

日

香

「

ま

ぁ

よ

く

家

に

い

る

お

父

さ

ん

だ

っ

た

か 
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ら

ね

」 

大

地

「

い

い

お

父

さ

ん

だ

ね

。

（

ぼ

そ

っ

と

）

い

い 

な

ー

…
…

」 

明

日

香

「

…
…

だ

ね

」 

子

ど

も

「

お

ば

ち

ゃ

ー

ん

！

 

お

金

ち

ょ

ー

だ

い

！

」 

洋

子

「

は

い

は

い

。

（

唯

香

た

ち

に

）

い

く

ら

あ

っ 

て

も

足

り

な

い

わ

ね

」 

 
 

 

洋

子

、

財

布

を

持

っ

て

子

ど

も

た

ち

の

方

へ

駆

け

て

行

く

。 

 
 

 
歩

未

（10
 

）

・

歩

未

（1 

）、

駆

け

寄

っ

て

来

る

。 

歩

未

（10
 

）

「

こ

こ

っ

て

こ

ん

な

に

ク

レ

ー

ン

ゲ

ー 

ム

が

置

け

る

場

所

だ

っ

た

ん

で

す

ね

！

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

ノ

ー

ト

に

書

き

込

む

。 

歩

未

（10
 

）

「（

書

き

な

が

ら

）

別

の

世

界

で

は

伸 

び

し

ろ

、

あ

り

…
…

」 

歩

未

（1 

）

「

こ

れ

取

れ

た

！

」 

 
 

 

歩

未

（1 

）、

ウ

サ

ギ

の

ス

ト

ラ

ッ

プ

を

持

っ

て

い

る

。 

明

日

香

「

お

ー

、

す

ご

い

ね

！

」 

歩

未

（

5

）

「（

何

か

言

う

が

聞

き

取

れ

ず

）

マ

マ

」 

 
 

 

明

日

香

、

し

ゃ

が

ん

で

歩

未

（1 
）

の

視

線

に

合

わ

せ

る

。

 
 

 

明

日

香

「（

微

笑

ん

で

）

マ

マ

じ

ゃ

な

い

よ

ー

」 

 
 

 

大

地

、

し

ゃ

が

ん

で

明

日

香

の

肩

を

擦

る

。 

歩

未

（1 

）

「

あ

げ

る

」 

 
 

 

歩

未

（1 

）、

ウ

サ

ギ

の

ス

ト

ラ

ッ

プ

を

差

し

出

す

。 

明

日

香

「

あ

り

が

と

ー

。

私

も

ら

っ

て

い

い

の

？

」 

 
 

 

歩

未

（1 

）、

小

さ

く

首

を

横

に

振

る

。 

大

地

「

か

わ

い

い

ウ

サ

ち

ゃ

ん

だ

ね

ー

」 

 
 

 

唯

香

、

明

日

香

た

ち

の

様

子

を

見

つ

め

る

。 

 

〇

一

軒

家

・

台

所

（

夜

） 

 
 

 

洋

子

・

明

日

香

、

テ

ー

ブ

ル

の

上

で

お

菓

子

を

見

て

い

る

。 

洋

子

「

こ

れ

は

？

」 

明

日

香

「

じ

ゃ

あ

持

っ

て

帰

ろ

う

か

な

」 

 
 

 

唯

香

、

入

っ

て

来

る

。 

 
 

 

明

日

香

、

気

づ

く

が

目

を

そ

ら

す

。 
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洋

子

「

唯

香

と

ど

れ

持

っ

て

帰

る

か

相

談

し

な

さ

い

」

 
 

明

日

香

「

え

」 

 
 

 

洋

子

、

出

て

行

く

。 

 
 

 

唯

香

・

明

日

香

、

目

が

合

う

が

そ

ら

す

。 

唯

香

「

―
―

あ

の

さ

」 

明

日

香

「

ご

め

ん

ね

。

あ

の

と

き

私

イ

ラ

イ

ラ

し

て 

て

。

つ

い

唯

香

に

当

た

っ

ち

ゃ

っ

た

」 

 
 

 

明

日

香

、

唯

香

を

見

て

、 
明

日

香

「

ご

め

ん

ね

」 

唯

香

「

い

や

私

の

方

こ

そ

、

無

神

経

だ

っ

た

。

ご

め 

ん

な

さ

い

」 

明

日

香

「

う

う

ん

、

唯

香

は

何

に

も

悪

く

な

い

よ

。 

私

の

方

が

ね

、

ち

ょ

っ

と

。

こ

ん

な

、

こ

ん

な

ん

だ

か

ら

…
…

」 

 
 

 

明

日

香

、

眉

を

下

げ

て

笑

っ

て

、 

明

日

香

「

ダ

メ

だ

ね

ぇ

」 

唯

香

「

ダ

メ

な

ん

か

じ

ゃ

な

い

。

全

然

、

お

姉

ち

ゃ 

ん

は

」 

明

日

香

「

…
…

あ

り

が

と

う

」 

唯

香

「

こ

れ

、

見

つ

け

た

」 

 
 

 

唯

香

、

ノ

ー

ト

を

差

し

出

す

。 

 
 

 

表

紙

に

は

『

シ

ュ

ガ

ー

シ

ス

タ

ー

ズ

の

未

来

日

記

』

と

書

か

れ

て

い

る

。 

明

日

香

「（

笑

っ

て

）

何

こ

れ

」 

 
 

 

明

日

香

、

ノ

ー

ト

を

手

に

取

り

ペ

ー

ジ

を

め

く

る

。 

明

日

香

「

よ

く

残

っ

て

た

ね

。

こ

ん

な

の

」 

 
 

 

ノ

ー

ト

に

は

『

シ

ュ

ガ

ー

シ

ス

タ

ー

ズ

の

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

』

の

題

で

、

年

齢

別

に

出

来

事

が

書

き

込

ま

れ

て

い

る

。 

唯

香

「

二

十

歳

に

な

っ

た

ら

こ

う

な

っ

て

、

三

十

歳 

に

な

っ

た

ら

こ

う

な

っ

て

っ

て

。

子

ど

も

の

頃

妄 

想

し

て

た

よ

ね

」 

明

日

香

「（

ノ

ー

ト

を

見

て

）

二

十

歳

で

結

婚

。

二 

十

三

歳

で

出

産

か

ぁ

。

う

わ

、

次

の

年

に

は

三

つ 

子

産

ん

で

る

し

」 

唯

香

「（

ノ

ー

ト

を

見

て

）

私

は

十

六

歳

で

結

婚

し 

て

、

歩

未

を

産

ん

で

る

」 

明

日

香

「

未

来

に

歩

い

て

い

く

で

、

歩

未

ね

」 

唯

香

「

姓

名

判

断

の

本

と

か

図

書

館

で

借

り

て

来

て 
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さ

ぁ

」 

明

日

香

「

や

っ

た

ね

ぇ

。

子

ど

も

の

く

せ

に

自

分

の 

子

ど

も

の

名

前

考

え

ち

ゃ

っ

て

さ

ぁ

」 

 
 

 

明

日

香

、

ノ

ー

ト

を

見

つ

め

て

、 

明

日

香

「

空

」 

 
 

 

唯

香

、

明

日

香

を

見

る

。 

明

日

香

「

空

の

よ

う

に

広

い

心

を

持

っ

て

ほ

し

い

、 

で

空

。

男

の

子

で

も

、

女

の

子

で

も

」 
唯

香

「
…

…

す

ご

く

い

い

名

前

だ

と

思

う

」 

明

日

香

「

で

し

ょ

？

」 

 
 

 

明

日

香

、

微

笑

む

。 

唯

香

「

見

て

、

こ

こ

」 

 
 

 

唯

香

、

ペ

ー

ジ

を

指

さ

す

。 

 
 

 

子

ど

も

の

字

で

『

計

画

に

な

い

こ

と

で

も

幸

せ

な

ら

可

』

と

書

か

れ

て

い

る

。 

明

日

香

「

フ

フ

ッ

。

こ

れ

書

い

た

の

唯

香

？

」 

唯

香

「

お

姉

ち

ゃ

ん

で

し

ょ

」 

明

日

香

「

え

ー

、

私

も

っ

と

字

き

れ

い

だ

っ

た

よ

」 

唯

香

「

嘘

ー

」 

明

日

香

「

幸

せ

な

ら

、

か

」 

唯

香

「

難

し

い

よ

ね

、

人

生

っ

て

。

何

な

ん

だ

ろ

う

」 

明

日

香

「

何

か

を

選

ん

だ

り

、

選

べ

な

か

っ

た

り

、 

そ

れ

が

人

生

じ

ゃ

ん

？

」 

 
 

 

明

日

香

、

唯

香

の

肩

を

抱

く

。 

明

日

香

「

深

い

こ

と

言

お

う

と

思

っ

た

け

ど

言

え

な 

か

っ

た

」 

 
 

 

唯

香

・

明

日

香

、

笑

い

合

う

。 

明

日

香

「

ま

、

自

分

の

人

生

を

生

き

よ

う

っ

て

こ

と 

よ

」 

唯

香

「

う

ん

」 

 

〇

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

） 

 
 

 

テ

レ

ビ

ゲ

ー

ム

を

し

て

い

る

大

地

と

歩

未

（10
 

）。

 

 
 

 

唯

香

・

明

日

香

、

入

っ

て

来

る

。 

明

日

香

「

大

ち

ゃ

ー

ん

。

帰

る

よ

ー

」 

大

地

「

は

ー

い

。

ご

め

ん

ね

、

こ

れ

で

お

し

ま

い

」 

歩

未

（10
 

）

「

楽

し

か

っ

た

で

す

！

 

こ

ん

な

面

白 

い

ゲ

ー

ム

初

め

て

！

」 

大

地

「

よ

か

っ

た

ら

あ

げ

よ

う

か

？

 

お

さ

が

り

だ 
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け

ど

」 

歩

未

（10
 

）

「（

首

を

横

に

振

っ

て

）

う

う

ん

」 

大

地

「

そ

う

？

 

ま

ぁ

新

品

を

サ

ン

タ

さ

ん

に

お

願 

い

し

た

方

が

い

い

か

も

ね

」 

唯

香

「

あ

れ

、

み

ー

ち

ゃ

ん

寝

ち

ゃ

っ

て

る

」 

 
 

 

ソ

フ

ァ

で

眠

っ

て

い

る

歩

未

（1 

）。

 

大

地

「

い

つ

の

間

に

」 
唯

香

「

み

ー

ち

ゃ

ー

ん

。

明

日

香

ち

ゃ

ん

た

ち

帰

る 
よ

」 

歩

未

（1 

）

「

う

ー

ん

…
…

」 

大

地

「

じ

ゃ

あ

車

回

し

て

き

ち

ゃ

お

う

か

な

」 

明

日

香

「

う

ん

。

あ

、

荷

物

さ

ぁ

」 

 
 

 

大

地

・

明

日

香

、

出

て

行

く

。 

唯

香

「

み

ー

ち

ゃ

ん

」 

歩

未

（10
 

）

「

み

ー

ち

ゃ

ん

」 

 
 

 

歩

未

（1 

）、

目

を

こ

す

り

な

が

ら

ゆ

っ

く

り

起

き

上

が

る

。 

 
 

 

瞼

が

重

く

、

寝

ぼ

け

て

い

る

様

子

。 

歩

未

（1 

）

「

そ

ー

ち

ゃ

ん

は

？

」 

唯

香

「

う

ん

？

 

誰

の

こ

と

？

」 

歩

未

（1 

）

「

そ

ー

ち

ゃ

ん

に

ウ

サ

ち

ゃ

ん

あ

げ

る 

ー

」 

唯

香

「

そ

ー

ち

ゃ

ん

っ

て

？

」 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（10
 

）

を

見

る

。 

歩

未

（10
 

）

「

私

も

分

か

ら

な

い

で

す

」 

歩

未

（1 

）

「

そ

ー

ち

ゃ

ん

は

、

み

ー

ち

ゃ

ん

の

い 

と

こ

だ

よ

」 

唯

香

「

え

？

」 

歩

未

（1 

）

「

そ

ー

ち

ゃ

ん

マ

マ

！

」 

 
 

 

歩

未

（1 

）、

指

さ

し

た

先

に

明

日

香

。 

明

日

香

「

う

ん

？

 

ど

う

し

た

？

」 

唯

香

「

…
…

う

う

ん

」 

明

日

香

「

み

ー

ち

ゃ

ん

、

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

、

ま

た

ね

」 

歩

未

（1 

）

「

ま

た

ね

！

」 

 

〇

駅

・

改

札

前 

洋

子

「

お

母

さ

ん

た

ち

、

元

気

に

な

っ

て

る

と

い

い 

ね

」 

唯

香

「

あ

は

は

、

ほ

ん

と

に

ね

ー

」 

洋

子

「

ま

た

お

い

で

。

も

う

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

と

み

ー

ち 
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ゃ

ん

は

本

当

の

孫

み

た

い

な

も

の

な

ん

だ

か

ら

」 

歩

未

（10
 

）

「

は

い

」 

歩

未

（1 

）

「

ば

ー

ば

！

」 

洋

子

「

そ

う

そ

う

」 

 
 

 

孝

義

、

歩

未

（10
 

）

と

歩

未

（1 

）

の

頭

を

撫

で

る

。 

孝

義

「

ま

た

ね

」 
唯

香

「

よ

し

、

じ

ゃ

あ

行

こ

う

か

」 

 
 

 

唯

香

・

歩

未

（10
 

）

・

歩

未

（1 

）、

改

札

に

向

か

う

。 

洋

子

「

唯

香

」 

唯

香

「

う

ん

？

」 

 
 

 

洋

子

、

唯

香

の

手

を

取

る

。 

洋

子

「

自

分

の

選

ぶ

道

を

信

じ

な

さ

い

」 

唯

香

「

…
…

う

ん

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）

・

歩

未

（1 

）、

手

を

振

る

。 

 
 

 

洋

子

・

孝

義

、

手

を

振

る

。 

 〇

マ

ン

シ

ョ

ン

・

リ

ビ

ン

グ 

歩

未

（10
 

）

「

み

ー

ち

ゃ

ん

、

こ

れ

は

？

 

も

う

着 

な

い

？

」 

歩

未

（1 

）

「

う

ん

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

服

を

畳

ん

で

リ

ュ

ッ

ク

に

し

ま

う

。 

 
 

 

唯

香

、

入

っ

て

来

る

。 

唯

香

「

何

し

て

る

の

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

荷

造

り

で

す

」 

唯

香

「

え

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

そ

ろ

そ

ろ

夏

休

み

も

終

わ

り

な

の

で

」 

唯

香

「

そ

っ

か

、

帰

ら

な

い

と

か

。

早

い

ね

」 

歩

未

（1 

）

「

お

う

ち

帰

る

ー

」 

唯

香

「

そ

う

い

え

ば

ど

う

や

っ

て

帰

る

の

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

来

た

時

と

同

じ

よ

う

に

」 

歩

未

（1 

）

「

博

士

が

ス

イ

ッ

チ

押

す

ん

だ

よ

」 

唯

香

「

博

士

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

博

士

が

作

っ

た

装

置

で

私

た

ち

別

世 

界

に

来

れ

た

ん

で

す

」 

唯

香

「

へ

ぇ

、

す

ご

い

博

士

が

い

る

も

ん

だ

ね

」 

 
 

 

チ

ャ

イ

ム

の

音

。 

唯

香

「

あ

ら

あ

ら

」 
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唯

香

、

壁

の

イ

ン

タ

ー

ホ

ン

モ

ニ

タ

ー

を

見

る

。 

 
 

 

モ

ニ

タ

ー

に

は

孝

義

が

映

っ

て

い

る

。 

 

〇

同

・

玄

関 

 
 

 

唯

香

、

勢

い

よ

く

ド

ア

を

開

け

る

。 

孝

義

「

う

ん

」 
唯

香

「

お

父

さ

ん

！

」 
歩

未

（1 

）

「

じ

ー

じ

博

士

！

」 

 
 

 
歩

未

（1 

）、

駆

け

寄

っ

て

孝

義

に

抱

き

つ

く

。 

孝

義

「

お

ー

、

平

行

世

界

そ

の

二

の

歩

未

ち

ゃ

ん

ー

。 

元

気

だ

っ

た

か

？

」 

歩

未

（1 

）

「

う

ん

！

」 

唯

香

「

何

で

お

父

さ

ん

が

」 

歩

未

（10
 

）

「

じ

ー

じ

！

」 

孝

義

「

お

、

う

ち

の

歩

未

も

元

気

そ

う

だ

な

ー

」 

唯

香

「

え

」 

孝

義

「

こ

っ

ち

の

世

界

線

の

唯

香

か

。

ど

う

も

、

別 

世

界

の

お

父

さ

ん

で

す

」 

 

〇

同

・

リ

ビ

ン

グ 

歩

未

（10
 

）

「

私

の

世

界

で

は

じ

ー

じ

は

物

理

学

の 

教

授

な

ん

で

す

」 

歩

未

（1 

）

「

み

ー

ち

ゃ

ん

の

じ

ー

じ

も

」 

孝

義

「

そ

れ

で

博

士

じ

ー

じ

っ

て

呼

ん

で

る

ん

だ

よ 

な

」 

歩

未

（

10

）

「

じ

ー

じ

の

発

明

で

、

パ

ラ

レ

ル

ワ

ー 

ル

ド

を

行

き

来

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

ん

で

す

」 

唯

香

「

そ

ん

な

こ

と

で

き

た

の

？

」 

孝

義

「

法

則

を

見

つ

け

て

ね

。

ま

ぁ

一

応

ノ

ー

ベ

ル 

賞

も

も

ら

っ

て

て

」 

唯

香

「

嘘

！

 

お

父

さ

ん

が

？

 

た

だ

の

平

サ

ラ

リ 

ー

マ

ン

だ

っ

た

の

に

」 

歩

未

（1 

）

「

じ

ー

じ

何

で

来

た

の

？

」 

孝

義

「

う

ん

？

 

じ

ー

じ

は

歩

未

ち

ゃ

ん

た

ち

を

迎 

え

に

来

た

ん

だ

よ

」 

歩

未

（10
 

）

「

約

束

の

日

ま

だ

じ

ゃ

ん

」 

孝

義

「

せ

っ

か

く

だ

か

ら

じ

ー

じ

も

こ

っ

ち

の

世

界 

を

見

た

い

な

っ

て

思

っ

て

ね

」 
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〇

フ

ァ

ス

ト

フ

ー

ド

店

・

店

内 

 
 

 

孝

義

、

ハ

ン

バ

ー

ガ

ー

を

食

べ

る

。 

孝

義

「

う

ん

。

こ

っ

ち

の

世

界

線

で

は

バ

ー

ベ

キ

ュ 

ー

ソ

ー

ス

な

の

か

」 

 
 

孝

義

、

ノ

ー

ト

に

書

き

込

む

。 

歩

未

（1 

）

「

み

ー

ち

ゃ

ん

と

こ

と

同

じ

味

」 
孝

義

「

う

ん

う

ん

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

ノ

ー

ト

に

書

き

込

ん

で

い

る

。 

孝

義

「

知

り

た

か

っ

た

こ

と

は

研

究

で

き

た

か

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

…
…

う

ん

」 

孝

義

「

ち

ょ

っ

と

じ

ー

じ

に

見

せ

て

。

ん

？

 

こ

の 

変

わ

ら

な

い

楽

し

さ

の

ゲ

ー

ム

セ

ン

タ

ー

っ

て

い

う

の

は

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

じ

ー

じ

ん

ち

の

近

く

の

ゲ

ー

ム

セ

ン 

タ

ー

」 

唯

香

「

ほ

ら

駅

裏

の

。

ス

ー

パ

ー

の

上

」 

孝

義

「

そ

う

い

え

ば

明

日

香

と

唯

香

が

小

さ

い

頃

よ 

く

遊

び

に

行

っ

て

た

な

ぁ

。

そ

ん

な

に

面

白

い

の 

か

。

私

も

行

っ

て

み

た

い

な

ぁ

」 

唯

香

「

そ

っ

ち

の

お

父

さ

ん

は

行

っ

た

こ

と

な

い

ん 

だ

。

こ

っ

ち

の

お

父

さ

ん

は

し

ょ

っ

ち

ゅ

う

つ

い 

て

来

て

た

け

ど

」 

孝

義

「

こ

の

世

界

の

私

は

？

 

何

し

て

る

ん

だ

？

」 

唯

香

「

普

通

の

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

だ

っ

た

。

で

、

今

は 

退

職

し

て

、

田

舎

で

ぼ

ー

っ

と

」 

孝

義

「

…
…

そ

う

か

。

そ

っ

ち

を

選

ん

だ

か

」 

唯

香

「

…
…

思

い

出

し

た

。

小

っ

ち

ゃ

い

こ

ろ

」 

 

〇

（

回

想

）

一

軒

家

・

リ

ビ

ン

グ 

 
 

 

出

て

行

こ

う

と

す

る

孝

義

（

38

）。

 

孝

義

「

じ

ゃ

あ

行

っ

て

く

る

よ

」 

 
 

 

洋

子

（

33

）、

カ

バ

ン

を

渡

す

。 

 
 

唯

香

（

3

）、

走

っ

て

来

る

。 

唯

香

「

や

だ

！

 

だ

め

！

」 

 
 

 

明

日

香

（

6

）、

唯

香

を

止

め

る

。 

明

日

香

「

唯

香

、

お

父

さ

ん

お

仕

事

な

ん

だ

よ

」 

唯

香

「（

泣

き

な

が

ら

）

や

だ

！

 

お

父

さ

ん

！

」 

 
 

 

孝

義

、

唯

香

を

見

つ

め

る

。 

 



45 

 

〇

（

戻

っ

て

）

フ

ァ

ス

ト

フ

ー

ド

店

・

店

内 

唯

香

「

こ

の

世

界

の

お

父

さ

ん

は

、

私

の

―
―

」 

歩

未

（1 

）

「

ね

ー

」 

 
 

 

歩

未

（1 

）、

唯

香

の

袖

を

引

っ

張

る

。 

唯

香

「

う

ん

？

」 

歩

未

（1 

）

「

カ

リ

カ

リ

食

べ

た

い

」 

孝

義

「

お

ぉ

！

 

ポ

テ

ト

も

い

い

ね

。

食

べ

比

べ

て 

み

た

い

」 

 

〇

商

店

街

（

夕

） 

 
 

 

孝

義

、

歩

未

（10
 

）

・

歩

未

（1 

）

と

手

を

繋

い

で

歩

い

て

い

る

。 

 
 

 

後

ろ

か

ら

孝

義

た

ち

に

つ

い

て

行

く

唯

香

。 

唯

香

「

私

の

せ

い

で
…

…

」 

 
 

 

孝

義

、

掲

示

板

の

ポ

ス

タ

ー

を

見

て

、 

孝

義

「

お

、

花

火

大

会

だ

っ

て

」 

歩

未

（1 

）

「

花

火

！

」 

孝

義

「

ち

ょ

う

ど

帰

る

前

の

日

だ

か

ら

行

け

る

な

。 

行

こ

う

か

、

な

ぁ

、

唯

香

」 

唯

香

「

あ

、

う

ん

」 

孝

義

「

歩

未

も

花

火

好

き

だ

も

ん

な

」 

歩

未

（10
 

）

「

う

ん

」 

 

〇

会

社

・

企

画

部 

 
 

 

唯

香

、

真

弓

の

デ

ス

ク

に

来

て

、 

唯

香

「

こ

れ

、

午

後

の

会

議

の

資

料

で

す

」 

真

弓

「

あ

り

が

と

う

」 

 
 

 

唯

香

、

自

分

の

デ

ス

ク

に

戻

ろ

う

と

す

る

。 

真

弓

「

佐

藤

ち

ゃ

ん

」 

唯

香

「

は

い

」 

真

弓

「

来

月

頭

に

は

、

ヤ

マ

バ

乳

業

さ

ん

と

の

顔

合 

わ

せ

が

あ

る

か

ら

」 

唯

香

「

…
…

は

い

」 

真

弓

「

ど

う

い

う

返

事

が

来

て

も

、

私

は

佐

藤

ち

ゃ 

ん

を

応

援

す

る

よ

」 

唯

香

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」 

 

〇

図

書

館

・

自

習

室 

 
 

 

Ａ

３

の

用

紙

に

書

き

込

ん

で

い

る

歩

未

（10
 

）。
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歩

未

（10
 

）

「

…
…

で

き

た

」 

 

〇

同

・

入

口

前

（

夕

） 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

図

書

館

か

ら

出

て

来

る

。 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（10
 

）

に

気

づ

い

て

、 

唯

香

「

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

」 

 
 

 

唯

香

、

笑

顔

で

手

を

振

る

。 

 
〇

住

宅

街

（

夕

） 

 
 

 
唯

香

・

歩

未

（10
 

）、

並

ん

で

歩

い

て

い

る

。 

 
 

 

歩

未

（10
 

）

の

手

に

は

丸

め

た

Ａ

３

用

紙

。 

唯

香

「

そ

れ

は

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

自

由

研

究

」 

唯

香

「

お

ぉ

！

 
完

成

し

た

の

？

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

頷

く

。 

唯

香

「

お

疲

れ

様

。

家

着

い

た

ら

見

せ

て

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

小

さ

く

首

を

横

に

振

る

。 

唯

香

「

え

ー

。

ま

ぁ

恥

ず

か

し

い

か

！

」 

 

〇

マ

ン

シ

ョ

ン

・

リ

ビ

ン

グ

（

夕

） 

 
 

 

唯

香

・

歩

未

（10
 

）、

入

っ

て

来

る

。 

唯

香

「

た

だ

い

ま

ー

」 

孝

義

「

お

か

え

り

」 

歩

未

（1 

）

「

お

か

え

り

ー

」 

孝

義

「

ご

は

ん

、

用

意

し

と

い

た

よ

」 

 
 

 

孝

義

、

宅

配

ピ

ザ

を

テ

ー

ブ

ル

に

並

べ

る

。 

唯

香

「

あ

れ

。

冷

蔵

庫

の

中

の

好

き

に

使

っ

て

い

い 

っ

て

言

っ

た

の

に

」 

孝

義

「

料

理

は

ど

う

も

で

き

な

く

て

」 

唯

香

「

そ

っ

か

。

こ

っ

ち

の

お

父

さ

ん

は

家

で

作

っ 

て

た

か

ら

」 

 
 

 

ス

マ

ホ

の

着

信

音

。 

 
 

 

唯

香

、

ス

マ

ホ

を

見

る

と

、

『

裕

太

』

か

ら

電

話

が

か

か

っ

て

き

て

い

る

。 

 

〇

街

中

（

夕

） 

裕

太

「

あ

、

唯

香

？

 

明

日

の

花

火

大

会

あ

る

で

し 

ょ

」 

唯

香

（

電

話

）

「

う

ん

。

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

と

み

ー

ち

ゃ 

ん

と

行

く

け

ど

」 
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裕

太

「

ち

ょ

っ

と

、

二

人

の

時

間

作

れ

な

い

か

な

」 

 
 

 

裕

太

、

手

に

持

っ

て

い

る

小

さ

な

紙

袋

を

見

る

。 

 
 

中

に

は

リ

ン

グ

ケ

ー

ス

が

入

っ

て

い

る

。 

 

〇

マ

ン

シ

ョ

ン

・

リ

ビ

ン

グ

（

夕

） 

唯

香

「

…
…

う

ん

。

大

丈

夫

だ

よ

」 
裕

太

（

電

話

）

「

本

当

？

 

あ

り

が

と

う

」 
唯

香

「

う

ん

、

じ

ゃ

あ

ま

た

連

絡

す

る

」 

 
 

 
唯

香

、

電

話

を

切

る

。 

唯

香

「

お

父

さ

ん

」 

孝

義

「

う

ん

？

」 

唯

香

「

明

日

ち

ょ

っ

と

、

途

中

で

別

行

動

し

て

も

い 

い

か

な

。

用

事

あ

っ

て

。

す

ぐ

戻

る

か

ら

」 

孝

義

「

う

ん

。

い

い

よ

」 

唯

香

「

二

人

の

こ

と

よ

ろ

し

く

」 

歩

未

（1 

）

「

花

火

楽

し

み

！

」 

孝

義

「

楽

し

み

だ

ね

ー

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

唯

香

を

見

つ

め

る

。 

 

〇

河

川

敷

公

園

（

夜

） 

 
 

 

多

く

の

人

で

賑

わ

っ

て

い

る

。 

 
 

 

屋

台

の

焼

き

そ

ば

を

食

べ

て

い

る

孝

義

。 

孝

義

「

う

ん

、

う

ん

」 

歩

未

（1 

）

「

食

べ

た

ー

い

」 

 
 

 

孝

義

、

歩

未

（1 

）

に

焼

き

そ

ば

を

食

べ

さ

せ

る

。 

孝

義

「

歩

未

も

食

べ

た

い

も

の

が

あ

っ

た

ら

ど

ん

ど 

ん

言

っ

て

ね

。

明

日

に

は

帰

る

ん

だ

か

ら

悔

い

が 

な

い

よ

う

に

」 

歩

未

（10
 

）

「

う

ん

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

唯

香

を

見

る

。 

唯

香

「

う

ん

？

 

何

食

べ

た

い

？

」 

 
 

 

ス

マ

ホ

の

着

信

音

。 

 
 

 

唯

香

、

ス

マ

ホ

を

見

る

。 

唯

香

「

…
…

お

父

さ

ん

、

私

ち

ょ

っ

と

行

っ

て

く

る 

ね

」 

孝

義

「

は

い

は

い

」 

 
 

 

唯

香

、

息

を

吐

く

。 
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〇

商

業

ビ

ル

・

屋

上

（

夜

） 

 
 

 

ビ

ア

ガ

ー

デ

ン

が

開

催

さ

れ

て

い

る

。 

 
 

 

一

人

、

席

に

つ

い

て

い

る

裕

太

。 

 
 

 

テ

ー

ブ

ル

に

は

泡

の

消

え

た

ビ

ー

ル

が

二

つ

。 

 
 

 

裕

太

、

大

き

く

深

呼

吸

す

る

。 

 
 

 

リ

ン

グ

ケ

ー

ス

を

開

い

て

婚

約

指

輪

を

見

る

。 

裕

太

「

…
…

よ

し

！

」 

 
 

 

裕

太

、

リ

ン

グ

ケ

ー

ス

を

し

ま

う

。 

 
 

 

唯

香

、

来

る

。 

唯

香

「

裕

太

」 

裕

太

「

あ

！
 

こ

っ

ち

！

」 

 
 

 

唯

香

、

席

に

着

く

。 

裕

太

「

ご

め

ん

ね

。

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

と

み

ー

ち

ゃ

ん 

は

？

」 

唯

香

「

お

と

…
…

。

ま

ぁ

、

見

て

く

れ

る

人

が

い

て

」 

裕

太

「

そ

っ

か

」 

 
 

 

裕

太

、

ビ

ー

ル

を

一

気

に

飲

む

。 

裕

太

「

あ

、

唯

香

の

も

買

っ

て

お

い

た

」 

唯

香

「

あ

り

が

と

う

」 

 
 

 

唯

香

、

ビ

ー

ル

を

飲

む

。 

唯

香

「

ぬ

る

」 

裕

太

「

ち

ょ

っ

と

時

間

経

っ

ち

ゃ

っ

た

か

も

」 

唯

香

「

…
…

そ

れ

で

」 

裕

太

「（

遮

っ

て

）

あ

ー

！

 

あ

と

五

分

待

っ

て

！

」 

唯

香

「

…
…

う

ん

」 

 

〇

河

川

敷

公

園

（

夜

） 

孝

義

「

そ

ろ

そ

ろ

花

火

始

ま

る

な

ぁ

」 

歩

未

（1 

）

「

花

火

！

」 

孝

義

「

よ

か

っ

た

な

ぁ

！

 

帰

る

前

に

見

れ

て

」 

歩

未

（10
 

）

「

…
…

」 

 

〇

商

業

ビ

ル

・

屋

上

（

夜

） 

 
 

 

黙

っ

て

ビ

ー

ル

を

チ

ビ

チ

ビ

飲

む

唯

香

と

裕

太

。 

男

の

声

「

も

う

始

ま

る

ん

じ

ゃ

な

い

」 

女

の

声

「

ほ

ん

と

だ

」 

 
 

 

花

火

が

打

ち

上

が

る

。 

 
 

 

歓

声

が

上

が

る

。 

 
 

 

裕

太

、

花

火

を

見

る

。 
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裕

太

「

よ

し

」 

 
 

 

裕

太

、

リ

ン

グ

ケ

ー

ス

を

取

り

出

す

。 

裕

太

「

唯

香

！

」 

唯

香

「

は

い

」 

 
 

 

裕

太

、

リ

ン

グ

ケ

ー

ス

を

開

き

唯

香

に

差

し

出

す

。 

裕

太

「

俺

は

、

人

生

を

か

け

て

唯

香

を

幸

せ

に

し

ま 

す

。

俺

と

、

結

婚

し

て

く

だ

さ

い

」 

 
 

 

唯

香

、

婚

約

指

輪

を

見

つ

め

る

。 

 
 

 
裕

太

、

心

配

そ

う

に

唯

香

を

見

つ

め

る

。 

唯

香

「

…
…

私

」 

孝

義

の

声

「

唯

香

！

」 

 
 

 

唯

香

・

裕

太

、

声

の

し

た

方

を

向

く

。 

 
 

 

孝

義

、

歩

未

（1 

）

を

連

れ

て

駆

け

寄

っ

て

来

る

。 

唯

香

「

お

父

さ

ん

！

」 

裕

太

「

お

父

さ

ん

！

 

お

久

し

ぶ

り

で

す

！

」 

孝

義

「

う

ん

。

う

ん

？

」 

 
 

 

孝

義

、

裕

太

を

じ

ろ

じ

ろ

見

る

。 

唯

香

「

ど

、

ど

う

し

た

の

？

」 

孝

義

「

う

ち

の

歩

未

が

い

な

く

な

っ

た

」 

 

〇

河

川

敷

公

園

（

夜

） 

唯

香

「

あ

ゆ

ち

ゃ

ー

ん

！

」 

孝

義

「

歩

未

ー

！

」 

 
 

 

花

火

が

上

が

る

中

、

多

く

の

人

で

ご

っ

た

返

し

て

い

る

。 

孝

義

「

ち

ょ

っ

と

目

を

離

し

た

間

に

姿

が

見

え

な

く 

な

っ

て

」 

唯

香

「

こ

の

人

だ

か

り

じ

ゃ

…
…

」 

 
 

 

唯

香

、

周

囲

を

見

渡

す

。 

孝

義

「

行

き

そ

う

な

場

所

と

か

分

か

ら

な

い

か

？

 
 

母

親

の

勘

で

！

」 

唯

香

「

こ

の

世

界

で

は

産

ん

で

な

い

も

ん

！

 

そ

っ 

ち

こ

そ

！

 

あ

な

た

の

世

界

の

孫

で

し

ょ

？

」 

孝

義

「

孫

の

面

倒

を

見

始

め

た

の

は

最

近

で

」 

唯

香

「

も

う

！

」 

 

〇

商

業

ビ

ル

・

屋

上 

 
 

 

裕

太

の

膝

の

上

に

座

っ

て

い

る

歩

未

（1 

）。 
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歩

未

（1 

）

「

こ

れ

何

ー

？

」 

 
 

 

歩

未

（1 

）、

リ

ン

グ

ケ

ー

ス

を

手

に

持

っ

て

い

る

。 

裕

太

「

ち

ょ

、

待

っ

て

待

っ

て

！

」 

 

〇

河

川

敷

公

園

（

夜

） 

唯

香

「

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

…
…

」 

 
 

 

花

火

が

上

が

る

。 

 
 

 

花

火

の

光

で

照

ら

さ

れ

た

歩

未

（10
 

）

が

目

に

入

る

。 

唯

香

「

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

！

」 

孝

義

「

い

た

か

？

」 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（10
 

）

に

駆

け

寄

る

。 

唯

香

「

大

丈

夫

？

 
ど

こ

も

怪

我

し

て

な

い

？

 

変 

な

人

と

か

い

た

？

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

首

を

横

に

振

る

。 

唯

香

「

よ

か

っ

た

…
…

」 

孝

義

「

よ

か

っ

た

、

よ

か

っ

た

。

見

つ

け

ら

れ

な

か 

っ

た

ら

帰

れ

な

い

と

こ

ろ

だ

っ

た

ぞ

」 

歩

未

（10
 

）

「

…
…

帰

り

た

く

な

い

」 

唯

香

「

え

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

帰

り

た

く

な

い

ー

！

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

し

ゃ

が

み

込

ん

で

泣

く

。 

 
 

 

唯

香

、

し

ゃ

が

ん

で

歩

未

（10
 

）

の

顔

を

覗

き

込

む

。 

唯

香

「

何

か

あ

っ

た

の

？

」 

歩

未

（

10

）

「（

し

ゃ

く

り

あ

げ

な

が

ら

）

マ

マ

は

、 

私

の

こ

と

産

ま

な

き

ゃ

よ

か

っ

た

」 

唯

香

「

マ

マ

が

、

そ

う

言

っ

た

の

？

」 

 
 

 

歩

未

（

10

）、

首

を

横

に

振

る

。 

歩

未

（

10

）

「

見

て

て

、

そ

う

思

う

。

マ

マ

は

、

私 

が

い

る

か

ら

、

自

分

の

や

り

た

い

こ

と

で

き

な

い

し

。

全

部

、

我

慢

し

て

る

み

た

い

。

そ

ん

で

、

と

き

ど

き

、

暗

い

顔

し

て

る

か

ら

、

パ

パ

と

結

婚

し

て

私

を

産

ん

だ

こ

と

、

後

悔

し

て

る

ん

じ

ゃ

な

い

か

っ

て

」 

孝

義

「

確

か

に

、

唯

香

は

若

く

し

て

妊

娠

し

て

、

大 

学

を

中

退

し

て

か

ら

は

ず

っ

と

子

育

て

に

追

わ

れ

て

い

た

」 

唯

香

「

ち

ょ

っ

と

」 
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唯

香

、

孝

義

を

睨

む

。 

孝

義

「

ご

め

ん

」 

 
 

 

孝

義

、

手

で

口

を

覆

う

。 

歩

未

（

10

）

「

私

を

産

ま

な

か

っ

た

世

界

線

の

マ

マ 

を

見

て

、

確

か

め

た

か

っ

た

ん

だ

。

私

を

産

ん

だ 

マ

マ

と

、

産

ま

な

か

っ

た

マ

マ

。

ど

っ

ち

が

幸

せ 

か

」 
唯

香

「

そ

れ

で

、

こ

っ

ち

の

世

界

に

」 
歩

未

（
10

）

「

産

ま

な

き

ゃ

よ

か

っ

た

。

マ

マ

は

私 
の

こ

と

、

産

ま

な

か

っ

た

ら

、

好

き

な

こ

と

で

き 

て

、

楽

し

く

暮

ら

せ

て

た

」 

 
 

 

歩

未

（
10

）、

う

つ

む

い

て

嗚

咽

を

漏

ら

す

。 

唯

香

「

…
…

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

」 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（
10

）

の

背

中

を

擦

る

。 

唯

香

「

産

ま

な

き

ゃ

よ

か

っ

た

な

ん

て

―
―

」 

 
 

 

大

き

な

音

と

と

も

に

花

火

が

上

が

る

。 

 
 

 

花

火

の

光

に

照

ら

さ

れ

た

唯

香

の

口

は

閉

じ

て

い

る

。 

 
 

 

唯

香

、

黙

っ

て

歩

未

（

10
）

を

抱

き

し

め

る

。 

 

〇

マ

ン

シ

ョ

ン

・

寝

室

（

夜

） 

 
 

 

ベ

ッ

ド

で

眠

っ

て

い

る

歩

未

（

5
）

・

歩

未

（

10

）。

 

 
 

 

唯

香

、

二

人

を

見

つ

め

布

団

を

掛

け

直

す

。 

 

〇

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

） 

 
 

 

孝

義

、

Ａ

３

用

紙

を

見

て

い

る

。 

 
 

 

『

別

世

界

線

の

マ

マ

の

研

究

』

と

題

さ

れ

て

び

っ

し

り

と

文

字

で

埋

め

尽

く

さ

れ

て

い

る

。 

 
 

 

唯

香

、

入

っ

て

来

る

。 

孝

義

「

今

日

は

い

ろ

い

ろ

ご

め

ん

な

」 

唯

香

「

う

う

ん

」 

 
 

 

孝

義

が

持

っ

て

い

る

用

紙

を

見

て

、 

唯

香

「

そ

れ

」 

孝

義

「

歩

未

の

自

由

研

究

」 

 
 

 

孝

義

、

唯

香

に

用

紙

を

見

せ

る

。 

 
 

 

用

紙

の

一

番

下

に

は

『

研

究

結

果

:

産

ま

な

い

方

が

よ

か

っ

た

』

と

書

い

て

あ

る

。 

孝

義

「

孫

に

ね

だ

ら

れ

る

と

弱

く

て

な

ぁ

。

ど

う

し 

て

も

別

の

世

界

線

に

行

っ

て

み

た

い

と

言

わ

れ

て 
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連

れ

て

き

た

ら

。

こ

の

た

め

だ

っ

た

の

か

」 

唯

香

「

…
…

」 

孝

義

「

ま

ぁ

何

に

せ

よ

、

無

事

見

つ

か

っ

て

よ

か

っ 

た

。

あ

と

は

帰

る

だ

け

だ

な

。

長

い

間

、

二

人

の 

面

倒

見

て

く

れ

て

あ

り

が

と

う

」 

 
 

 

唯

香

、

首

を

横

に

振

る

。 

唯

香

「

私

、

あ

の

と

き

」 

 
 

 

唯

香

、

息

を

吐

く

。 
孝

義

「

う

ん

」 

唯

香

「

あ

の

と

き

、

私

、

あ

ゆ

ち

ゃ

ん

に

そ

ん

な

こ 

と

な

い

っ

て

言

っ

て

あ

げ

ら

れ

な

か

っ

た

。

産

ま 

な

き

ゃ

よ

か

っ

た

な

ん

て

、

そ

ん

な

こ

と

な

い

っ 

て

」 

 
 

 

唯

香

、

う

つ

む

い

て

拳

を

握

り

し

め

る

。 

唯

香

「

そ

の

選

択

を

し

た

私

を

、

信

じ

て

、

そ

ん

な 

こ

と

な

い

っ

て

、

言

え

な

か

っ

た

」 

孝

義

「

…
…

う

ん

」 

唯

香

「

私

は

、

何

を

選

ん

だ

ら

い

い

の

か

分

か

ら

な 

い

。

何

が

正

解

な

の

か

。

だ

っ

て
…

…

。

だ

っ

て 

お

父

さ

ん

み

た

い

に

」 

 
 

 

唯

香

、

孝

義

を

見

る

。 

孝

義

「

私

の

世

界

の

お

父

さ

ん

は

、

別

の

選

択

を

し 

て

、

そ

れ

は

、

私

の

せ

い

で

」 

 
 

 

唯

香

、

涙

が

溢

れ

る

。 

唯

香

「

私

が

あ

の

と

き

、

あ

ん

な

こ

と

言

わ

な

け

れ 

ば

、

お

父

さ

ん

は

、

あ

な

た

み

た

い

に

、

好

き

な 

こ

と

続

け

ら

れ

た

か

も

し

れ

な

い

の

に

。

私

の

せ 

い

で

」 

 

〇

（

回

想

）

一

軒

家

・

リ

ビ

ン

グ 

明

日

香

「

唯

香

、

お

父

さ

ん

お

仕

事

な

ん

だ

よ

」 

唯

香

「（

泣

き

な

が

ら

）

や

だ

！

 

お

父

さ

ん

！

」 

 
 

 

孝

義

（

38

）、

唯

香

を

見

つ

め

る

。 

 
 

 

泣

き

じ

ゃ

く

る

唯

香

（

3

）。

 

 
 

 

孝

義

、

唯

香

を

抱

き

し

め

る

。 

 

〇

（

戻

っ

て

）

マ

ン

シ

ョ

ン

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

） 

孝

義

「

子

ど

も

が

そ

ん

な

の

気

に

す

る

ん

じ

ゃ

な

い

」 

唯

香

「

だ

っ

て

」 

孝

義

「

私

は

、

家

庭

を

顧

み

ず

、

た

だ

ひ

た

す

ら

に 
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研

究

と

向

き

合

っ

て

い

た

。

結

果

、

数

々

の

功

績

を

手

に

入

れ

た

が

、

娘

た

ち

と

の

思

い

出

は

残

ら

な

か

っ

た

」 

 
 

 

孝

義

、

唯

香

の

背

中

を

擦

る

。 

孝

義

「

気

づ

い

た

時

に

は

も

う

娘

た

ち

は

大

人

に

な 

っ

て

い

た

。

で

も

、

自

分

の

選

ん

だ

道

に

後

悔

は 

な

い

。

そ

の

選

択

を

し

た

こ

と

で

、

孫

の

夏

休

み 

を

サ

ポ

ー

ト

で

き

る

じ

ー

じ

に

な

れ

た

か

ら

な

」 
唯

香

「

こ

の

世

界

の

お

父

さ

ん

も

、

そ

の

選

択

を

し 
て

い

た

ら

」 

 
 

 

孝

義

、

首

を

横

に

振

る

。 

孝

義

「

別

の

選

択

を

し

た

私

も

、

誇

り

に

思

う

よ

。 

こ

の

世

界

の

唯

香

を

見

て

、

そ

う

思

っ

た

ん

だ

」 

 
 

孝

義

、

唯

香

に

微

笑

む

。 

 

〇

公

園 

 
 

 

孝

義

、

手

に

リ

モ

コ

ン

の

よ

う

な

機

械

を

持

っ

て

い

る

。 

孝

義

「

よ

し

、

準

備

完

了

」 

唯

香

「

そ

ん

な

ん

で

行

き

来

で

き

る

の

？

」 

孝

義

「

ま

ぁ

な

。

別

の

世

界

で

は

な

」 

唯

香

「

へ

ぇ

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

丸

め

た

Ａ

３

用

紙

を

持

っ

て

う

つ

む

い

て

い

る

。 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（10
 

）

を

見

る

が

、

視

線

を

そ

ら

す

。 

孝

義

「

さ

て

、

準

備

は

い

い

か

？

 

歩

未

た

ち

」 

歩

未

（1 

）

「

は

ー

い

！

」 

 
 

 

歩

未

（1 

）、

唯

香

に

抱

き

つ

く

。 

歩

未

（1 

）

「

ま

た

ね

」 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（1 

）

の

頭

を

撫

で

る

。 

 
 

 

孝

義

、

歩

未

（10
 

）

の

顔

を

見

て

、 

孝

義

「

歩

未

？

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

答

え

ず

う

つ

む

い

て

い

る

。 

孝

義

「

あ

り

が

と

う

な

、

唯

香

。

こ

の

世

界

の

私

に 

よ

ろ

し

く

」 

唯

香

「

う

ん

」 

孝

義

「

じ

ゃ

あ

行

く

ぞ

ー

」 

 
 

 

歩

未

（1 

）、

唯

香

に

手

を

振

る

。 

 
 

 

唯

香

、

手

を

振

る

。 
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孝

義

「

歩

未

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

歩

未

（1 

）

の

手

を

取

り

、 

孝

義

と

手

を

繋

ぐ

。 

孝

義

、

リ

モ

コ

ン

の

ス

イ

ッ

チ

を

押

す

。 

徐

々

に

身

体

が

消

え

て

い

く

孝

義

・

歩

未

（1 

）

・

歩

未

（10
 

）。

 

 
 

 

う

つ

む

い

た

ま

ま

の

歩

未

（10
 

）。

 
唯

香

「

―
―

歩

未

！

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

唯

香

を

見

る

。 

唯

香

「

最

初

に

会

っ

た

時

、

言

っ

た

で

し

ょ

う

？

 
 

マ

マ

は

私

の

こ

と

愛

し

て

く

れ

て

る

っ

て

。

そ

う 

い

う

こ

と

な

ん

だ

よ

！

」 

 
 

歩

未

（10
 

）、

消

え

か

か

り

な

が

ら

、

ま

っ

す

ぐ

唯

香

を

見

つ

め

る

。 

唯

香

「

自

分

を

信

じ

て

！

」 

 
 

孝

義

・

歩

未

（1 
）

・

歩

未

（10
 

）

の

姿

が

完

全

に

消

え

る

。 

 
 

唯

香

、

消

え

た

あ

と

を

見

つ

め

る

。 

 

〇

別

の

公

園 

 
 

 

孝

義

・

歩

未

（1 

）

・

歩

未

（10
 

）

の

姿

が

現

れ

る

。 

孝

義

「

よ

し

、

着

い

た

ぞ

」 

 
 

 

う

つ

む

い

て

い

る

歩

未

（10
 

）。

 

孝

義

「

じ

ゃ

あ

こ

っ

ち

の

歩

未

を

送

っ

て

来

る

か

ら 

ね

」 

 
 

 

孝

義

、

歩

未

（1 

）

の

手

を

握

る

。 

歩

未

（1 

）

「

早

く

マ

マ

に

会

い

た

い

！

」 

孝

義

「

う

ん

。

（

歩

未

（10
 

）

に

向

か

っ

て

）

つ

い 

で

に

向

こ

う

の

世

界

の

私

と

も

会

っ

て

く

る

か

ら

。 

別

世

界

の

情

報

交

換

も

し

た

い

し

な

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

頷

く

。 

孝

義

「

行

こ

う

か

」 

 
 

 

孝

義

、

リ

モ

コ

ン

の

ス

イ

ッ

チ

を

押

す

。 

 
 

 

歩

未

（1 

）、

手

を

振

る

。 

 
 

 

孝

義

・

歩

未

（1 

）

の

姿

が

消

え

る

。 

 
 

立

ち

止

ま

っ

た

ま

ま

の

歩

未

（10
 

）。

 

唯

香

の

声

「

歩

未

！

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

顔

を

上

げ

る

と

、

唯

香

が

駆

け

寄

っ

て

来

る

。 



55 

 

唯

香

「

歩

未

！

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

唯

香

を

じ

っ

と

見

て

、 

歩

未

（10
 

）

「

―
―

マ

マ

！

」 

 
 

 

唯

香

、

歩

未

（10
 

）

を

抱

き

し

め

る

。 

唯

香

「

お

、

ち

ょ

っ

と

日

焼

け

し

た

？

 

あ

れ

、

じ 

ー

じ

は

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

も

う

一

人

の

歩

未

を

送

っ

て

来

る

っ 

て

」 
唯

香

「

そ

う

。

じ

ゃ

あ

先

帰

っ

て

よ

う

か

。

ご

飯

、 
作

っ

て

る

よ

」 

 

〇

住

宅

街

（

夕

） 

 
 

 

唯

香

・

歩

未

（10
 

）、

手

を

繋

い

で

歩

い

て

い

る

。 

歩

未

（10
 

）

「

マ

マ

、

パ

ー

ト

じ

ゃ

な

い

の

？

」 

唯

香

「

う

ん

？

 

歩

未

が

帰

っ

て

く

る

日

だ

か

ら

お 

迎

え

行

こ

う

と

思

っ

て

お

休

み

も

ら

っ

た

よ

」 

歩

未

（10
 

）

「

…
…

ご

め

ん

な

さ

い

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

う

つ

む

く

。 

唯

香

「

え

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

私

の

せ

い

で

。

ご

め

ん

な

さ

い

…
…

」 

唯

香

「

子

ど

も

が

そ

ん

な

の

気

に

し

な

い

の

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

唯

香

を

見

る

。 

 
 

 

唯

香

、

微

笑

む

。 

唯

香

「

お

か

え

り

、

歩

未

」 

歩

未

（10
 

）

「

…
…

た

だ

い

ま

」 

唯

香

「

そ

れ

で

？

 

宿

題

は

終

わ

っ

た

の

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

う

ん

。

…
…

い

や

、

ち

ょ

っ

と

直

す

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

持

っ

て

い

る

Ａ

３

用

紙

を

見

る

。 

歩

未

（10
 

）

「

ね

ぇ

、

マ

マ

」 

唯

香

「

う

ん

？

」 

歩

未

（10
 

）

「

マ

マ

の

未

来

日

記

、

読

ん

で

も

い

？

」 

唯

香

「（

驚

い

て

）

何

で

そ

れ

知

っ

て

る

の

？

」 

 
 

 

歩

未

（10
 

）、

笑

う

。 

 

〇

レ

ス

ト

ラ

ン

・

店

内

（

夜

） 

 
 

 

裕

太

、

唯

香

に

リ

ン

グ

ケ

ー

ス

を

差

し

出

す

。 

裕

太

「

改

め

ま

し

て

…
…

。

俺

と

、

結

婚

し

て

ほ

し 

い

。

一

緒

に

人

生

を

、

歩

ん

で

く

だ

さ

い

」 
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唯

香

、

リ

ン

グ

ケ

ー

ス

の

婚

約

指

輪

を

見

つ 

め

る

。 

唯

香

「

…
…

裕

太

は

私

を

選

ぶ

っ

て

こ

と

？

」 

裕

太

「

う

ん

？

 

う

ん

、

そ

う

だ

ね

。

俺

は

唯

香

が 

い

い

。

だ

か

ら

、

唯

香

も

俺

を

人

生

の

伴

侶

と

し 

て

、

選

ん

で

ほ

し

い

な

」 

 
 

 

唯

香

、

じ

っ

と

指

輪

を

見

つ

め

て

い

る

。 
裕

太

「

な

ん

て

…
…

」 

 
 

 

裕

太

、

不

安

そ

う

に

唯

香

の

顔

を

覗

き

込

む

。 

唯

香

「
…

…

私

の

人

生

に

は

、

た

く

さ

ん

の

選

択

肢 

が

あ

っ

て

、

ど

れ

を

選

べ

ば

い

い

の

か

、

ど

れ

を 

選

べ

る

の

か

、

分

か

ら

な

く

な

る

の

」 

裕

太

「

…
…

子

ど

も

の

こ

と

と

か

、

仕

事

の

こ

と

と 

か

、

俺

一

方

的

に

考

え

ち

ゃ

っ

て

た

よ

な

。

ご

め 

ん

！

」 

 
 

 

唯

香

、

裕

太

を

見

る

。 

裕

太

「

こ

れ

か

ら

は

、

ち

ゃ

ん

と

二

人

で

考

え

よ

う

。 

二

人

で

、

選

択

肢

を

作

っ

て

行

こ

う

。

俺

と

唯

香 

で

考

え

れ

ば

、

選

択

肢

は

二

倍

だ

よ

！

 

二

倍

！

」 

 
 

 

裕

太

、

リ

ン

グ

ケ

ー

ス

か

ら

婚

約

指

輪

を

取

り

出

す

。 

裕

太

「

こ

れ

か

ら

、

選

択

肢

を

増

や

し

て

、

ど

れ

を 

選

ぶ

か

を

決

め

る

唯

香

の

隣

に

、

俺

が

い

る

こ

と 

を

選

ん

で

く

だ

さ

い

」 

 
 

 

裕

太

、

片

方

の

手

で

指

輪

持

ち

、

片

方

の

手

を

唯

香

に

差

し

出

し

待

つ

。 

 
 

 

唯

香

、

裕

太

を

見

つ

め

る

。 

 
 

 

膝

の

上

に

置

い

て

い

た

左

手

を

上

げ

よ

う

と

す

る

。 

 

〇

会

社

・

会

議

室 

 
 

 

テ

ー

ブ

ル

を

囲

み

、

会

議

が

行

わ

れ

い

る

。 

久

保

「

ね

、

も

う

さ

す

が

ヤ

マ

バ

乳

業

さ

ん

で

す

よ

」 

 
 

 

テ

ー

ブ

ル

の

下

で

持

っ

て

い

る

資

料

を

見

る

唯

香

。 

 
 

 

真

弓

、

気

づ

い

て

、 

真

弓

「

佐

藤

ち

ゃ

ん

。

そ

れ

、

出

さ

な

く

て

い

い 

の

？

」 

唯

香

「

で

も

あ

ん

ま

り

自

信

な

く

て

」 

久

保

「

じ

ゃ

あ

他

に

な

け

れ

ば

、

こ

れ

で

終

わ

り

ま 
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す

か

」

 
 

 
 

 

帰

り

支

度

を

す

る

他

の

社

員

た

ち

。 

 
 

 

唯

香

、

テ

ー

ブ

ル

の

上

に

資

料

を

置

い

て

顔

を

上

げ

る

。 

 〇

住

宅

街

（

夕

） 

 
 

 

歩

い

て

い

る

唯

香

。 
子

ど

も

の

声

「

マ

マ

ー

！

」 

 
 

 

唯

香

、

振

り

返

り

微

笑

む

。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【

終

】 

 


